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<論 説〉
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カへ向か う移民 そ して政治 亡命者であ る
。1848年2月 革命 とそれ にっ つ く ドイ

ッで の革 命 は,フ ラ ンスに い る多 くの ドイ ッ 人
,と りわ け政 治 亡命 者 を 勇気 づ

け,彼 らを帰還 させ る こ とに な る。1851年 の統 計 で 見 る とわ か るよ うに(以 下

1851年 の人fl調 査に関 しては[B ,42,p.99]を 参照),革 命 を境 に して フ ラ ンスにお

け る ドイ ッ人人口は大幅 に減少 す る。特 にパ リのあ るセーヌ県 では ドイッ人人

口は10000人 代 に減少 す る。1848年 の パ リ市の外 国 人 の 出発 ヴ ィザ の発行状況

を見 ると・1月 は ほ ぼ30-40人 代 で あ った のが
,3月 にな る と200人 代 に な り,

4月 に は300人 代 に増 え て い る[A ,1,a]。 減少 の原 因 はf革 命 の影 響 で あ るが
,

この影響 はそれ ほ ど 単純 で は な い。

まず・革命の勃発 によ って・パ リで 「ドイッ人軍団」(DeutscheLegion)が 組

織 され,そ れ が数千 名 の ドイ ッ人 を吸 収 し,m路 ス トラス ブー ルへ向 か い,リ

ヨン,マ ルセ ーユ な ど各地 か ら集 ま った同様の軍団 と合流 し
,4月 の へ ・ソカ ー

(Hecker・F)(1$11-81)の 共 和 国 に参 加 す るた め バ ーデ ンへ進軍 す る
。 しか し,失

敗 しスイ ス,フ ラ ンスへ撤 退 す る。 この時点 で,ブ ザ ンソ ンや ス トラス ブー ル

な どを 中心 とした ドイ ツ人 コロニーが形成 され る
。9月 に は シ ュ トル_ヴ ェ に

よ る蜂 起 が起 き,そ れ に参 戦 す る も,再 び撃退 され フ ラ ンス,ス イ スへ撤 退 す

る。 そ して,1849年5月 か ら7月 のバ ー デ ン蜂起 で最 後 の参戦 を し
,結 局 フ ラ

ンス,ス イ スへ撤 退 す る ことに な る
。 しか しその時,フ ラ ンスはす で に こ う し

た ドイ ッ人の受 け入 れが 可能 でない政治的変化 を蒙 ってお り
,多 くの受 け入 れ

を拒 否 す る。 したが って スイ スへ1万 人以 上 の ドイ ツ人 が流 れ 込 む こ とにな

る。 スイ スも,政 治 的 不安 を抱 え る こ とを嫌 い,イ ギ リスや ア メ リカへ 亡命 者

を輸送 す ることを考え る。 その際 フランス経 由で イギ リス
fア メ リカへ とい

う コー スを フ ラ ンス政府が受 け入 れたため,多 くの ドイ ッ人 亡命 者 が フ ラ ンス

を通過す ることにな る。1849年7月 か ら1853年 まで こ う した流 れ は続 く
。

ま た一 方 で フランスへ逃れて きた亡命者たちは,国 境 沿 いの都 市 や パ リ周 辺

か ら,西 南 フラ ンスへ 移動 を命 じられ,フ ラ ンスへ残 る決 意 を した もの は,パ

リよ り西・ 南 の地域 へ と移 動 す ることになる。 こう した地域 は,革 命 前 ドイ ッ

人 が あ ま り居住 して いなか った地域で ある。 こうした人 々の中には
,さ らに マ
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ルセーユ,ツ ー ロ ン経 由で アル ジ ェ リアへ赴 き,そ こで 庸兵 と して再 度軍 へ 入

る もの もいた。

革命後 の ドイッ人 は,こ う して フ ラ ンスで の外 国 人 人 口の主流 で はな くな

る。 もちろん革命後 の ドイッではi亡 命 者 だ けで な く一 般 の ドイ ッ人 も多 く故

郷 を去 る状況 がでて くるが,彼 らは政 治 的 に移 入 制 限 を厳 し くした フランスで
(1)

はな く,ア メ リカへ と進 む こと にな る。

ll)ド イ ツ人軍 団

1848年2月24日 にパ リで革 命 が起 きる と,ド イ ッ人 亡命者 はす ばや くそ れ

に反 応 した。パ リにいた ドイッ人職人や知識人を中心 とす る多 くの秘密結社 ば

か りでな く,ロ ン ドンや ブ リュ ッセ ル の,シ ャ ッパ ー を中心 とす る共産 主義者

同盟 もいち早 く反応 を見せ,本 部 を ロ ン ドンか ら}ブ リュ ッセ ル,パ リへ と移

し,ロ ン ドンや ブ リュ ッセル か らパ リヘマルクスなどの政治亡命者 が集結 す る

([B,46]参 照)。 パ リで3月 始 め に論議 され た問題 は,二 っ の政策 で あ った。それ

は基本 的 には,す で に ドイ ツへ波 及 しっ つ あ るフランスの2月 革 命 を,ド イ ツ

へ ど うい う形 で伝 え るか とい う問題で,一 つ は,革 命 の暴 力 的輸 出 とい った政

策,も う一 つ は,ド イ ッの状 況 の 中 で革 命 を見 す えて い こ う と い う政 策 で

あ った。前者 は,ヘ ル ヴ ェー クを 中心 とす るパ リ在住組 で組織 した 「ドイ ッ人

民主協会」(L'Ass。ciationdemocratiquedesallemande)で,後 者 は,共 産 主義者

同盟 を中心 とす る ドイ ッ人労働者 クラブで あった。民 主協会 は3月6日 に設 立

され,ポ ー ラ ン ド人 と組 ん で武 装 して ドイ ツへ乗 り込み,ポ ー ラ ン ドを含 め た

解放 を企 図 していた。 ヘル ヴェークは 「当地の ドイッ人 は,自 らを組 織 し,武

装 し始 め,短 期 の うち に4000--5000人 の軍 団 が で き る可 能性 が あ ります」[B,

34,S.56]と 述 べ て い て,武 装 路 線 を主張 して いた。 ヘ ル ヴ ェー クには,さ らに

パ リ,ブ リュ ッセ ル と マ ル ク ス と常 に一緒 にいた人物 ボル ンシュテ ッ トが加

わ っていた。 マル クスは 「ボル ンシュテ ッ トとヘル ヴェークはごろつ きのよ う

な ことを している」(MEW.Bd.27,s.119]と 彼 らの行 動 を厳 し く非 難 す る。ヘル

ヴェー クは,民 主 協会 の ポ ス ターで 「われ わ れは2月 の崇 高 な闘 争 に対 す る,

貴 方 が た の勇気 と愛 国心 の証 人 であ りま して,貴 方 が た の英 雄 的先 例 を学 び,
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貴方 がたの連盟国,兄 弟 国 ドイ ッ共 和 国 を宣 言 す るために ドイッへ行 きたい と

思 ってお ります」[A,9]と 書 き,そ のた め に武 器 が必 要 で,す で に使 いふ る した

武 器 を貸 して欲 しい と訴 え る。 サ ン トノ レ通 りで開かれた民 主協会 とサ ン ・ド

ニ通 りで開かれた ドイッ人 クラブはまった く政策 を異 にす る集団 とな り
,パ リ

の ドイ ッ人 た ちを分 断 す る ことにな る。 マルクスの妻 イエニーは,こ の二 っ の

ク ラ ブに マ ル ク スが 関 係 して いな い ことを知 らせ るた めに 『ヴェ ス トフェー

リッシェ ・ダ ンフボー一ト』(DasWestphaelischeDampfboot)に 記事 を書 く[B ,34,

S.63]o

シ ャパ ーや マ ル ク スの戦 略 に もかか わ らず,パ リの ドイ ッ人 た ちを集 め たの

は武 装派勢 力であ った。民主協会 の中心 にいた コル ヴィン(Corvin ,O)(1812-86)

は 「ほぼ5000人 か らな り,多 くの ポ ー ラ ン ド人 も含 まれ て いる。われわれの 目

的は,ド イ ッに戻 って いた る と ころで武器 の力を はか りにか け,選 帝 侯 に対 す

る蜂 起 を優 柔不 断 な く行 い,最 後 に ドイ ッ共 和 国 を作 りあ げ ることである」[B ,

28,Jg・12・S・399]と 述 べ て い るが,軍 団 の勢 力5000人(当 時のパ リの ドイツ人人日

のかなりの部分)は,圧 倒 的 な組 織 力 で あ った。 彼 らは,フ ラ ンス政 府 の 口減 ら

しも手伝 って,軍 団 を従 え て ス トラス ブー ル に到着 する。

当時の フラ ンス政府,特 に山岳 派 の ル ドリュ ・ロ ラ ンは,革 命 の 波及 を促進

しよ う と考 えて いたため,ス トラ ス ブー ルで彼 らは,援 助 を受 け る こ とが で き

たCB,28,Jg.12,S.390]。 ドイ ッ 人 軍 団 はa当 初 よ り か な り人 数 を 減 ら(ご
,ヘ ッ

カ ー の ドイ ッ共 和 国 を 支 援 す べ く,進 路 を 南 に と り
,上 ラ イ ン県 の ミュ ル ー ズ

の近 くの ラ イ ン河 沿 い の ケ ン ブ ス(Kembs)で 河 を 渡 り,ド ー ゼ ンバ ッハ へ 向 か

う。

1848年4月12日 ヘ ッ カ ー・は,ス イ スか ら国 境 の コ ン ス タ ン ッ に 入 り
,ド イ

ツ共 和 国 を 宣 言 す る。 ヘ ッカ ー の手 勢 は,ス イ ス に い た ドイ ッ人 で あ っ た が,

1845年 以 降 の ドイ ツ人 の 活 動 は 押 さ え られ て い た た め ,数 は少 な か っ た 。3月

26日 に バ ー ゼ ル の近 くの ノ イ バ ー ド(Neubad)で600人 の ドイ ツ人 が 集 ま り
,

ベ ッカ ー(Becker ,Ph.)(1809-86)を 中 心 と した 軍 団 を組 織 して い た[B ,29,S.4]

が,彼 らの 数 も ス イ ス に い る数 万 人 の ドイ ッ人 か らす る と わ ず か で ,結 局 数 百
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人 の 義 勇 軍 を組 織 し,正 規 の 軍 隊 数 万 人 に 立 ち 向 か っ た。 第 一 次 バ ー デ ン蜂 起

が これ で,ヘ ッカ ー は コ ン ス タ ンツ か らバ イ エ ル ン軍,ヴ ュ ル テ ン ベ ル ク軍 に

追 い 詰 め られ4月20日 に カ ン デ ル ン(Kandern)へ 進 む 。 そ こ で ヘ ッセ ン'

バ ー デ ン軍 に最 終 的 な 敗 北 を き っ した ヘ ッ カ ー軍 は,ス イ ス,フ ラ ン スへ と亡

命 す る。 そ の 中 に は,ヴ ィ リ ッ ヒ(Willich,A.)(1810-78)と シ ュ トル ー ヴ ェが 含

ま れ て お り,シ ュ トル ー ヴ ェ は ス トラ ス ブ ー ル,ヴ ィ リ ッ ヒ は ブ ザ ン ソ ンへ 行

く。 そ の数 日後,ヘ ッ カ ー軍 を 援 護 し よ う と考 え た ドイ ッ人 軍 団 が 国 境 を 越 え

る。 ドー ゼ ンバ ッハ(Dosenbach)の 戦 い で,彼 ら も ま た 敗 北 し,4月24日 再 び

フ ラ ン スへ と撤 退 せ ざ るを え な くな る。

こ う して ドイ ッ人 軍 団 は,結 局 革 命 の 輸 出 に失 敗 し,フ ラ ン ス で 状 況 の 変 化

を 待 っ こ と に な る。 彼 らの最 初 の 武 装 蜂 起 は失 敗 に帰 した の で あ る が,こ う し

て ドイ ッ国 境 近 くの フ ラ ンス地 域 に 武 器 を も っ た ドイ ッ人 が 居 住 す る状 態 が 生

ま れ る こ と に な る の で あ る。

2)フ ラ ンスの ドイ ツ人軍 団

i)ブ ザ ン ソ ンの ドイ ツ 人

敗 北 した ヘ ッ カ ー軍 の 何 人 か は,南 下 し ブ ザ ン ソ ンに 落 ち着 く。 ブ ザ ン ソ ン

は,1830年 代 に ポ ー ラ ン ド人 の 収 容 所 が あ り,ス イ ス へ の 進 軍,サ ヴ ォア へ の

進 軍 の 原 因 を つ くっ た 町 で あ っ た が[B,43,p.25f][B,44,PP・7-10],1848年 革 命

に お い て は,再 度 バ ー デ ン蜂 起 の 原 因 の 一 つ を つ く る町 に な る。 ブ ザ ン ソ ンは,

ドゥ ー ブ川 が 町 を お堀 の よ う に取 り囲 み,背 後 に要 塞 の あ る町 全 体 が 要 塞 都 市

の よ うな 町 で あ る。 こ の 地 か ら,フ ー リエ,コ ン シ デ ラ ン,プ ル ー ド ン,ユ コ ー

な ど の 人 物 が で て い るが,フ ラ ン シ ュ ・コ ンテ の 伝 統 を 残 す,独 立 心 旺 盛 な 町

で あ る。ブ ザ ン ソ ンに ドイ ッ人 亡 命 者 が 現 れ る の は5月4,5日 で あ る。バ ー ゼ

ル近 くの 町 ユ ナ ン グ(Huningue)か ら120人 の ドイ ッ人 が や って き た が,そ の

後500人 が この ブ ザ ン ソ ンへ 居 住 す る こ と に な る[B,42,p.115]。

この コ ロ ニ ー で も っ と も重 要 な 人 物 は,ヴ ィ リ ッ ヒで あ る。 彼 は3月 に ケ ル

ンで ア ネ ケ(Anneke,F.)(1818-70),ゴ ッ トシ ャル ク(Gottschalk,A.)(1815-49)
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と と もに 逮 捕 され,ヘ ッ カ ー一軍 に 合 流 した。彼 は ブザ ン ソ ンの コ ロ ニ ー で 鉄 の 規

律 を 貫 く。 コ ロ ニ ー の ドイ ツ 人 た ち の規 律 は し っか り して お り,町 で コ ンサ ー

トを 開 い た り,評 判 は悪 くな か っ た[B ,35,p.13]。 しか し,一 都 市 に集 中 させ な

い フ ラ ンス 政 府 の 方 針 で,6月 ま で に は人 口 は100人 代 に減 少 す る
。 ヴ ィ リ ッ

ヒの ス イ ス の ベ ッカ ー宛 の 手 紙 を 見 る と
fブ ザ ン ソ ンの ドイ ッ人 は320人 で,

ポ ン タル リエ,サ ン ・イ ポ リ ッ ト,オ ル ナ ンに142人 が い る こ と に な って い て

ゆ
[A,7],あ い か わ らず 一 定 の 人 数 が 確 保 され て い る こ と が わ か る

。 ア ム ス テ ル ダ

ム の ヴ ィ リ ッ ヒの ア ル シ ー ヴ に は
,当 時 の コ ロ ニ ー の リス トが 保 存 され て い る

が・全 部 で262名 登 録 され て い る中 で,ヴ ィ リ ッ ヒの 名 が 筆 頭 に あ り
,そ の職 業

は 司令 官 と な って い て,彼 が い か に こ の 中 で 重 要 視 さ れ て い た か が わ か(4)
。

や が て9月 に な る と シ ュ トル ー ヴ ェの レル ラ ッハ(L。errach)で の 共 和 国 宣

言 の 話 が ブ ザ ン ソ ンに 伝 わ る。 フ ラ ン ス政 府 は,彼 らが ドイ ッへ 出 発 す る こ と

を 喜 ん で い た し,ヴ ィ リ ッ ヒ も ブ サ ン ソ ンの 人 々 に礼 を 言 い
,バ ー デ ンへ 向 け

て 出 発 す る。 と こ ろ が,シ ュ トル ー ヴ ェ の蜂 起 は 短 命 に 終 わ りsシ ュ タ ウ フ ェ

ン(Staufen)で 彼 自身 逮 捕 さ れ て しま う[B ,29,S.18]。 ヴ ィ リ ッ ヒは す で に 国 境

を 越 え,ミ ュ ー ル ハ イ ム(Muhlheim)へ 進 む が,結 局 ユ ナ ング で 撤 退 す る
。 こ う

して 再 度 共 和 国 の 夢 破 れ た ヴ ィ リ ッ ヒの 一 団 は フ ラ ン ス へ 戻 り,結 局 は約260

人 が再 度 ブ ザ ン ソ ンに収 容 さ れ る こ と に な る の で あ る。 彼 らの 名 簿 を 見 る と,

46人 が 仕 立 て職 人,23人 が 家 具 職 人,22人 が 靴 職 人 で ,ほ ぼ 主要 な 職 種 は パ リ

の ドイ ツ人 職 人 の職 種 で あ る こ と に きず く[A ,7]。 ヴ ィ リ ッ ヒ は,リ ヨ ンで イ

タ リア と の連 合 を組 も う と して そ こで 逮 捕 され,ス イ ス へ 追 放 され る こ と に な

る。

ii)ス ト ラ ス ブ ー ル の ドイ ッ人

ヘ ッカ ー の 蜂 起 の 後
,ス トラ ス ブ ー ル に 向 か っ た メ ンバ ー に シ ュ トル ー ヴ ェ

が い た。 シ ュ トル ー ヴ ェ は 回 想 録 の 中 で 「25日 バ ー デ ン を 去 らね ば な らな く

な った 時,私 は す ぐに も う い ち ど新 し く集 め た 力 で 祖 国 に 戻 り,シ ュ ヴ ァル ツ

ヴ ァル トの 山 で 自 由 闘 争 を 行 う こ とが 可 能 で あ ろ う と期 待 して い た 」[B ,39,S.

96]と 述 べ て い て,彼 の ス トラ ス ブ ー ル で の 生 活 は ま さ に第 二 の 蜂 起 に 当 て ら
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れ る こ と に な る。

ア ル ザ ス の ドイ ッ人 亡 命 者 に と って 重 要 な こ と は,ア ル ザ ス の 急 進 派 ・ 具 体

的 に は ス トラ ス ブ ー ル と コル マ ー ル の 「共 和 協 会 」(Societerepublicaine)と の

関 係 で あ る。 ス トラ ス ブ ー ル で は,共 和 協 会 の 協 力 の も とで 「ドイ ッ 共 和 主 義

者 中 央 委 員 会 」(ZentralkomiteederdeutschenRepubiikaner)が 結 成 さ れ る こ と

に な る[B,28,Jg.12,S.393ユ 。 コ ル マ ー ル の 共 和 協 会 は 「共 和 制 の 実 現,自 由,平

等,博 愛 の実 現,人 民 の た あ の政 府 の 実 現,市 民 教 育 の 完 備 」 を 主 要 理 念 と し

て い た[B,25,p.72]。 マ イ ヤ ー(Meyer,Ch.F.)(1809-?),モ ス マ ン(Mosssmann,

X)(1821-93),ジ ェ ンガ ー(Jaenger,P.)(1803-?)が そ の 中 心 人 物 で あ った が,

彼 ら と ドイ ッ 人 サ ヴ ォ ー エ と は親 しい 関 係 に あ っ た 。 彼 らは ポ ー ラ ン ド人 亡 命

者 の援 助 に 乗 り出 す が,そ の 中心 は ヘ ル ヴ ェ ー ク を 中 心 と す る ドイ ツ人 軍 団 で

あ っ た[B,25,p.89]。 しか し,こ う した 関 係 は 関 係 と して,ド イ ツ人 コ ロ ニ ー の

状 態 は フ ラ ン ス に お け る政 治 変 化,特 に パ リの 六 月 蜂 起 以 後 の 微 妙 な政 治 変 化

に 左 右 さ れ る こ と に な る。 た と え ば6月 蜂 起 で フ ラ ン ス の 急 進 派 ば か り か エ

ヴ ァー ヴ ェ ク,プ リ ン ト(1826-1907)ま で 逮 捕 さ れ[[B・28・J9・12,S.419],フ ラ

ン ス の 急 進 派 と ドイ ッ 人 と の 関 係 が 問 題 に な っ た 。 フ ラ ン ス人 の 亡 命 者 は サ

ヴ ォ ァ,ジ ュ ネ ー ヴ へ 亡 命 して[B,18,5.191]い っ た が ・ ジ ュ ネ ー ヴ に は・ ドイ

ッ 人 の 亡 命 者 や イ タ リア人 の 亡 命 者 が い て,彼 ら と結 ぶ 国 際 的 革 命 組 織 へ 権

力 を 握 りつ っ あ っ た カ ヴ ェ ニ ャ ッ ク将 軍 達 は不 安 を っ の らせ て い く・ しか し・

問 題 が こ じれ る の は,急 進 派 が パ リで も,ま た ス ト ラ ス ブ ー ル で も敗 退 す る

1849年 か らで あ る。

シ ュ トル ー ヴ ェ,レ ー ベ ン フ ェ ル ス(Loewenfels),ブ ル ー ン(Bruhn,K)

(1803-?)た ち が,ス トラ ス ブ ー ル か ら フ ラ ン ス 内 部 の地 域 へ の 移 動 を 命 ぜ られ

た の は5月 始 あ の こ と で あ った 。シ ュ トル ー ヴ ェ の 中 央 委 員 会 の 落 ち 着 き 先 は,

西 へ200km離 れ た シ ャ ロ ン ・シ ュ ル ・マ ル ヌで あ っ た 。1848年5月 の 統 計 で

は シ ャ ロ ンに185名 の ドイ ツ人 が い る こ と に な って い る が[B,42,p.113]・ ス ト

ラ ス ブ ー ル の 当 時 の 人 口 状 態 を 見 る と,そ の こ と が よ り は っ き り とす る。5月3

日 に は78人 の ドイ ツ人 が ス トラ ス ブ ー ル か ら シ ャ ロ ンへ 向 け て 出 発 して い て ・



36商 経 論 叢 第29巻 第3号
0203)

ブ ザ ン ソ ンへ も5月3日76人 ,4日43人,ヴ ズ ー一ル へ も5月3日16人 ,4日

28人 の ドイ ッ 人(ヴ ズルで は,5月 に46人 の ドイ ッ人 が登録 されて い る[A ,3,V,1]

が)}ト ロ ワへ も5月3日52人 と大 量 の ドイ ッ人 が移 動 して い る の で あ る[A
,3,

--,]]。 シ ャ ロ ンの ドイ ッ 人 た ち は厳 しい 監 視 下 に あ っ た
。 シ ャ ロ ンで の シ ュ ト

ル ー ヴ ェ に 関 して は・ い くつ か の 資 料 が 残 って い る[A,3,m]。 そ れ に よ る と

シaト ル ー ヴ ェ は ドイ ッ臨 時 政 府 の メ ンバ ーで ミ
ュ ンヘ ン生 ま れ42歳,既 婚 y

1?Ocm,髪 の 色 ブ ラ ウ ンで あ り
,職 業 は マ ンハ イ ム の 『ドイ ッの 観 客 者 た ち』

(DeutschenZuschauer)の 元 編 集 者 と な っ て い る
。 彼 は,ス トラ ス ブ ー ル か パ リ

に 居 住 さ せ て くれ る よ う頼 む が ,受 け入 れ られ て は い な い。 む しろ政 府 が 彼 ら

に 申 し出 た 居 住 地 は 南 フ ラ ン スで あ っ た 。 結 局 ,シ ュ トル ー ヴ ェ,レ ー ヴ ェ ン

フ ェ ル ス,ブ ル ン,プ リ ン トた ち は こ の 地 に居 住 す る こ と に な る
。 そ こで の 彼

らの 生 活 は け っ して 楽 で は な く,9月 の シ ュ トル ー ヴ ェが バ ー デ ン第 二 次 蜂 起

に 出 発 す る直 前 の12日 の 資 料 に は,600フ ラ ンの 負 債 を 抱 え て い る こ とが 書 か

れ て あ る。 彼 らは 宿 代 ・ 食 事 代 を ホ テ ル か ら請 求 され
,そ れ を 信 用 で 支 払 お う

と した が ・ 当 局 と ひ と も め起 こ して い る。 出 発 す る 前 に精 算 した か ど うか は 不

明 で あ る 〔A,3,m]。

シ ュ トル ー ヴ ェ は・1848年9月20日 バ ー デ ンか ら近 くの レル ラ
ッハ へ 入 り,

そ こ で 共 和 国 の 宣 言 を す る。 そ こ に 参 加 した レー ベ ン フ ェル ス
,ブ ル ンな ど 多

くは ス トラ ス ブ ー ル,シ ャ ロ ン と一 緒 だ っ た も の た ち で あ っ た
。 しか し ほ ぼ

4000人 の 共 和 国 軍 は,わ ず か5日 で 政 府 軍 に 敗 北 し
,シ ュ トル ー ヴ ェ は逮 捕 さ

れ て しま う。 こ の蜂 起 で は,ヴ ィ リ ヒ率 い る軍 団 と敗 残 した シ ュ トル ー ヴ
ェ軍

団 が 再 度 ス イ ス,フ ラ ン ス へ 亡 命 す る こ と に な る。

3)ス イ スの ドイ ツ人

ス イ ス に お け る ドイ ツ人 の 活 動 も,バ ー デ ン蜂 起 に よ って 重 要 な 要 素 と な っ

て い る。 ビー ル ・ チ ュ ー リ ッ ヒ,ベ ル ンな ど を 中 心 と して ドイ ッ人 の 活 動 は続

け られ て い た。 ス イ ス 国 境 に 近 い バ ー デ ンで の ヘ ッ カ ー の 蜂 起
,シ ュ トル ー

ヴ ェの 蜂 起 は ・ ス イ ス と深 く関 わ っ て い た
。 ベ ッカ ー は ビー ル,ヘ ッ カ_は ム
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テ ンツ(Muttenz)に お り,シ ュ トル ー ヴ ェ,ハ イ ンッ ェ ンもシ ャ ロ ンを去 って・

バーゼル近 くの ビル スフェル ト(Birsfeld)で 「ドイ ッ共和 制 と革 命 化 の プ ラ ン」

を練 って,バ ーデ ンに侵 入 して いた 凪29,S.16]。 スイ スで は,ド イ ッ人 亡命 者

は,比 較 的 民衆 の支 持 を得 て いた。 バ ーデ ン政府 は,フ ラ ンス政 府 に対 して ド

イ ッ人 亡命者 を,バ ー デ ン国 境地 域 の ア ルザ スか らフラ ンスの内部へ移動 させ

たの と同 じ主旨の要求 を スイスに も要求 して くる。多 くの ドイツ人 亡命者 は,

ム テ ンッを中心 とす る ドイ ッ との国境地域 にいたか らである。 ドイッ人亡命者

の引渡 しを スイスは拒否 したばか りか,国 境 近 くの 町 か ら ドイ ッ人 を移 動 させ

ることも拒否す る[B,29,S.19]。

9月 の シュ トル ー ヴ ェの蜂 起 後,ス イ ス大 使 とな った フ ラ ンク フル ト議会か

らの大使 フランッ ・ラヴォー(Ravaux,F.)(1810-51)は,こ の ドイ ツ人 亡 命者

の追放 の役 目を負 うことにな る。 しか し,ラ ヴ ォー は共 和 制 の信 奉 者 で,彼 が

ドイ ッ人 亡 命者 た ちの共 和運 動 を嫌悪 して いた とも思 えない。 ラヴォーはスイ

ス政府 に迫 るが,ど れ ほ ど積極 的 だ ったか は疑 問 であ る。 ベル ン政府 は,シ ュ

トル ー ヴ ェがバ ーゼ ルか ら出発 したのは事実 であるが,彼 らは武 器 を持 たず に

国境 を越 したわけであ り,ス イ ス政 府 が武 器 を支 援 したわ けで はない と答 え,

結局 そ れ で引 き下 が り,ド イ ッ人 亡命 者 の滞在 はそ の後 も認 め られ ることにな

る。実 は,こ の こ とは1849年 の第 三 蜂起 を考 え る上 で は大 きな事で あった。そ

の理 由は,ド イ ッ人 亡 命者 が再 び,バ ーデ ンの第 三 の最 大 の蜂 起(バ ーデ ン革命)

に参 加 す るため の礎 石 とな って いるか らで ある。皮肉に も・ラヴォーは1849年

の蜂起 側 に まわ り,彼 自身 ス イ スへ亡 命 して くる。 しか し,そ の と き はス イ ス

へ の圧 力 が強 く,亡 命 者 は国 外 追放 とな って しま うのであ る[B,12,s.187]。

カ ール ス ・ル ー エ にあ るス トラ スブールに追放 され た リス トの筆頭 に彼 の名 を

くの

見 ることがで きる。

スイスにおける ドイッ人亡命者 の中心 は,「 スイ ス ドイ ッ人 中央 委 員会 」 の

フ ィリップ ・ベ ッカーで あった。彼 は,ビ ー ルで過 激 な印 刷物 を印 刷 した り,

謀議 活 動 を行 った と い う理 由 で,裁 判 所 に何 回 か呼 び出 されて い た。 お もに,

「庇 護 権」 の乱 用 が その 中心 で あ った。1849年 にベ ッカ ー は6ヶ 月 の追放 を受
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け る が ・結 局 そ の 実 行 は され な か っ た[B ,29,S,43]。 第 三 次 バ ー デ ン蜂 起 に参 加

した エ ンゲ ル ス は,ベ ッカ ー を非 常 に 高 く評 価 し,唯 一 の ドイ ッ革 命 の 将 軍 で

あ る と 言 って い る が[MEW,Bd,21,S.324],ベ ッカ ー の ス イ ス か らの 参 加 は バ_

デ ン蜂 起 に 大 きな 貢 献 を して い る[B ,5]。

4)フ ランス,ス イスの ドイツ人の進軍 と敗北

バ ー デ ン蜂起 に際 して,外 国 に い る ドイ ッ人 た ち は5月 に スイ ス国境 の エ フ

リンゲ ン(Effringen),そ して レル ラ ッハ に集 合 を か け られた
。ベ ッカーを中心

とす る義 勇軍 は,こ う して北 へ上 りa敵 の大 軍 と戦 闘 を交 え る こと にな る
。

バーデ ン蜂起 にっいてエ ンゲル スはみずか ら
,参 加 したた めか,参 加 した に

もか か わ らず かyバ ー デ ン蜂 起 を プチ ブル的 革 命 だ と評価 して いる
。 エ ンゲル

スが高 く評価す るのは,む しろ北 の工業 の発 達 した ライ ンの エルバ ーフェル ト

(Elberfeld)に 起 こ った蜂 起 で あ り,職 人 を中心 と した小 生 産 者 の立場での蜂起

であ るとされ る ドレスデ ンでの蜂起 や西南 ドイッのプチブルを中心 と した蜂起

も,こ の エ ンゲ ル ス説 か らす ると,非 常 に低 く評 価 され て い る もの である[B ,fi,

SS.11H32]。48年 革 命 の 当初 か ら,ド イ ッ軍 団 と挟 を分 か ち,ケ ル ン地 域 で の

民 主運 動 を繰 り広 げ たマル ク ス,エ ンゲ ル ス と して は,宿 敵 ヘ ル ヴ ェ ー クや

シ ュ トル ー ヴ ェなどの共和制運動 は,鼻 持 ちな らなか った ので あ ろ うが,こ の

説 は,そ の後 の48年 革 命 に大 きな影 響 力 を もって い る。 しか し,現 在 で はバ ー

デ ン蜂起 の48年 革 命 にお け る その 象 徴 的 意 味 は,む しろ エ ンゲ ル スの評 価 以

上に高 く評価 されて いると詩え よC7)T。

バ ー デ ン蜂 起 は,憲 法 擁護 の運 動 と して展 開 す るが,第 一 次 ,第 二 次 蜂起 か ら

の共和 制 運 動 と,亡 命 者 を 中心 とす る軍 団 の展 開 が もた ら した戦闘で あ った と

も言え る。カールスルーエの国王 を追 い出 し,市 民 が権 力 を握 った バ ー デ ン蜂起

は,短 命 に終 る こと にな る。 バ ーデ ン国王を カールスルーエか ら追 い出 した巾

心 メ ンバーには,1848年9月 の蜂起 の失 敗 で刑 務所 にい た シュ トルーヴェ
,プ

リン トや,ヴ ィ リッ ヒ,ハ イ ンッェ ン,ベ ッカー な どの 亡命 者 が数 多 くいた。

彼 らを中心 に,そ の まわ りに1万 人近 くの ドイ ツ人 の職 人,学 生,知 識人,ス
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イ ス人,フ ラ ンス人,ポ ー ラ ン ド人 な どの義 勇軍 が い た。バーデ ン軍,プ フ ァ

ル ッ軍,義 勇 軍 は,ク ロイ ッ ナ ッハ(Kreuznach)方 面,マ ンハ イ ムか らの プ ロ

イ セ ン軍 の攻撃 に抵抗で きず,徐 々 に退 却 し,最 後 に ラー シュ タ ッ ト(Rastatt)

の要塞 に籠 る軍 団 と,そ の付 近 に野営 す る軍 団 に分 か れ る。 前者 は要塞 に最後

まで籠城 し,壮 絶 な 戦 い を行 う。ラー シ ュ タ ッ トに残 った0団 は最後 は力 尽 き,

降 伏 す る。 多 くは ラー シュ タ ッ ト要塞 に収容 され るが,何 人 か は処 刑 され る こ

とになCg}。 エ ンゲル スな どの ラー シュ タ ッ ト要塞 の外 にいた軍団 は,そ の後 も

敗退 を続 け,結 局 ス イ スへ,フ ラ ンスへ 亡命 す るこ とに な る。 その数 は1万 を

越 え る ほ どで あ った。 エ ンゲ ルスは,蜂 起 の失 敗 と して,す ぐに フ ラ ンク フル

トへ か け上 り,戦 線 を有利 に展 開 しな か った こ とをあげている[B,6,S.131ユ 。鉄

道 を使 えば2日 でで きた ことだ とい う。鉄 道 は,蜂 起 の大 きな失 敗 の原 因 で も

あ った。 前線 までの輸送 に鉄道 を使 った軍隊 は急速 に前線 を拡大で きたが,す

こ しで も休 む と前線 は逆 に展 開 す ることにな ったか らで ある。 また,一 方 で,

軍 団 の乱 れ も原 因 の一 っ で あ った。 亡命者 はいざ しらず,知 識 人や学 生,市 民

は,蜂 起 が こ う した戦 争 状態 に な る もの と思わなか ったため,義 勇軍,軍 隊 の

な か か らす こ しず っ脱 落 して いったか らであ る。バーデ ン軍,プ フ ァル ッ軍 は,

義 勇軍 に くらべ て 士気 が 上 が らなか った。 さ らに フランスの支援 が停 滞 した こ

とも,失 敗 の理 由 で あ ろ う。

本 来 武 器 の輸 出 が期待 され る,フ ラ ンスで お な じ6月 に致 命 的 な 蜂起 が起

こ って い た。1849年6月13日 に その蜂 起 は起 こ った。 ル ドリュ ・ロラ ンとlil

岳派 は,2月 の ロー マ共和 制 に賛成 し,法 王 の廃 止 に同 意 した が4ル イ ●ナポ レ

オ ンは法 王 の復 活 の ため にローマヘ フランス軍を送 る。 これ は,外 国 の主 権 を

犯 さ ない とい う憲法 に違反 してお り,ル ドリュ ・ロ ラ ンは憲法 が破 棄 された と

して,抵 抗 を呼 びか けた。 しか し,こ の抵抗 は敗 北 に終 わ り,フ ラ ンスのバ ー

デ ンへ の 支援 の芽 は断たれ る。 この運動 は,フ ラ ンス全 体 の 山岳派 の敗北 を意

味 し,ス トラ ス ブ ー ル や コル マ ー ルで も多 くの仲 間 が逮捕 され る。 ス トラス

ブールで は,バ ーデ ン蜂 起 を支援 す る組 織 が,6月 に結成 され,ス トラス フー ル

の対 岸 の ケ ー ル(Kehl)へ 義 勇軍 を送 る予 定 で あ った[B,28,Jg、12,S.4i6]。 そ の
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中心 人 物 はIIJ岳 派 の エ ミー ル ・キ ュ ス(EmilKuess)(1812-?)で あ っ た
。 しか

しキ ュ ス は・6月14日 の 蜂 起 の 関 連 で フ ラ ン ス共 和 制 破 壊 に 策 謀 者 と して 仲 間

6人 と逮 捕 され る[B,15,p.1961。 こ の結 果 ,下 ラ イ ン県 の バ ー デ ン蜂 起 の 後 方 支

援 の 芽 はっ み と られ る[B,17,pp.167-191]。 同 じよ う に上 ライ ン県 で もバ ー デ ン

蜂 起 を 支 援 す る組 織 が ジ ェ ンガ ー,マ イ ヤ ー,モ ス マ ンに よ って 作 られ るが
,

6月14日 の 彼 らの 逮 捕 に よ って そ れ も断 た れ る[B
,24]。 そ の 頃,パ リで もル ド

リ ュ.ロ ラ ン・ フ ロ コ ン・ サ ヴ ォ ー エ に よ って エ ヴ ァー ベ ッ ク の も と で 支 援 委

員 会 が 作 られ る[B,28,Jg.12,S.416]。 こ の 委 員 会 は,ド イ ッ人 ,オ ー ス ト リア

人,ポ ー ラ ン ド人 の組 織 に 関 係 し,亡 命 者 組 織 は,バ ー デ ンの ドイ ツ人 だ け で

な くポ ー ラ ン ド人,オ ー ス ト リア人 も支 援 し よ う と して い た
。 ま た バ_デ ンか

ら来 た プ リ ン トと プ フ ァル ッか ら来 た シ ュ ッ ツ(Shueの が 大 使 と して
,フ ラ ン

ス の 援 助 を 要 求 す る 努 力 を して い た[i ,Jg.1Z,S.417]。

こ う して ・ 後 方 の 支 援 を完 全 に 断 た れ た ドイ ツ人 た ち は
,バ ー デ ン蜂 起 に 失

敗 した だ け で な く,フ ラ ン スへ 亡 命 す る こ と も難 しい状 況 と な る
。 第 一 次t第

二 次 の バ ー デ ン蜂 起 と ち が って,フ ラ ン ス は こ う した ドイ ツ人 の 流 入 を拒 否 す

る こ と に な る。 フ ラ ンス 政 府 は,バ ー デ ン蜂 起 の動 きを 正 確 に 掴 ん で い た
。6月

6日 に は カ ー ル ス ル ー エ で 起 こ っ た 動 き を キ ャ ッ チ し
,そ の 中 心 は,シ ュ ト

ル ー ヴ ェ,ベ ッ カ ー,ラ ヴ ォ ー な ど で あ る こ と も情 報 と して 手 に い れ て い た

[A,2]し,そ の 後 も ス トラ ス ブ ー ル か らの 情 報 を集 め ,今 後 の 対 策 の 資 料 と し

て い る。

b)ド ィ ッ 人 亡 命 者

1)ス イスへの亡 命

プ ロ イ セ ン は,バ ー デ ン蜂 起 の参 加 者 を20000人 と見 積 って い る が[B
,33,S.

192]・ そ の う ち約9000人 が ス イ ス へ 亡 命 し,約4000人 が 逮 捕 さ れ て い た 。 しか

し,実 際 に は1万 人 を は る か に 越 す ドイ ッ 人 が ス イ ス へ 亡 命 した と も 言 わ れ

[B,33,S,216]・ ス イ ス の 当 時 の 人 口250万 人 か ら い って ,大 変 な 難 民 を ス イ ス は

抱 え る こ と に な る。 難 民 の 多 くの職 業 は,商 人,仕r1て 職 人 ,学 生,医 者,靴
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職人濃 業労働都 どであっ留.す でに浦 スイスには,イ タリア人亡鰭

ジュネ_ヴ 地 域 に は フ ラ ンス人亡 命 者 を抱 えて いた。 スイスに入 った亡命者 た

ち は,各 地 域 の収 容 所 に武 装 解 除 して収容 され,さ らに援助 を受 け る こ とにな

る。 この援助 の額 は,相 当な もの に のぼ り,ス イ ス政 府 は財 政 的 に も破産 の危

機 に頻す る。 ベル ン地区だけで も,1849年7月 か ら1年 間 の間 に,250人 の残

留 者 に60000フ ラ ンを支 出 して いた[B,18,S.388・ このた め スイ ス は・ こ う し

た難 民 を スイス国内ですべて収容で きない ことを確認 してお り・ ア メ リカ・ イ

ギ リスへ移民 させ る ことを考え る。 スイス政府が考 えた対策 は主 として2つ で

あ った。

も ち ろ ん第 一 の解 決 策 は,蜂 起 の とが め な く故 郷 へ 戻 らせ る ことで あ る

(1851年 までにバーデ ンだけで4000名 ちか くが戻 っている。 帰郷者は全体のほぼ8割 に

のぼ っている。しか し,こ れが 可能 なのは,兵 と ド士官 に限 られていた)。プ ロイ セ ン も

多くの参加者の名魁 手にいれて潟,多 くの亡命者は逮撒 覚悟 しない限

り,お い そ れ と は帰 郷 で き な い 状 況 で あ っ た 。 庇 護 権 に よ っ て 引 渡 し を 認 め て

い な い ス イ ス は,逮 捕 さ れ る 亡 命 者 た ち を プ ロ イ セ ンへ 引 き 渡 す こ と は で き な

か っ た 。

第 二 の 処 置 は 主 要 な 幹 部(シ ュ トル ー ヴ ェ,ミ ェ ロ ス ラ フ ス キ ー(Mieroslawski,

L.)(1814-78),ジ ー ゲ ル(Sige1,F.)(1824-1902),ヴ ィ リ ッ ヒ,メ ッテ ル ニ ヒ(Met-

ternich,G.)(18ii-82),フ ィク ラ ー(Fickler,J.)(1808--65)・ ブ レ ン タ ー ノ(Brentan・ ・

L)(1813-91),ゲ グ(Goegg,A.)(1802-97)な ど約50名)の 追 放 と,第 三 国 行 き
(11)

を 望 む もの を や っ か い ば らい す る こ とで あ っ た[B,i8,s.349]。 や っ か い ば らい

先 は,イ ギ リ ス と ア メ リカ しか 考 え られ な か っ た 。 しか し,ス イ ス は 内 陸 の 国

で あ り,ア メ リカ と イ ギ リス へ 行 くに は,フ ラ ン スか,ベ ル ギ ー・ イ タ リア を

通 ら ざ る を え な い 。そ こで,ス イ ス政 府 は,フ ラ ン ス に通 過 の 許 可 を 要 求 す る。

プ ロ イ セ ン に と っ て も,フ ラ ン ス に と って も こ う した 通 過 は マ イ ナ ス で は な

か っ た。 急 進 的 な活 動 家 の 根 を 断 っ に は,み ず か ら輸 送 費 を 支 払 っ て も充 分 余

りあ る も の で あ っ た か らで あ る。 結 局,ド イ ッ人 の 亡 命 者 は フ ラ ン ス を通 過 す

る と い う コ ー ス が 一 般 化 し(も ち ろん,エ ンゲル スの よ うに イ タ リァか らの コー ス
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や,さ らにギ リシアか らイギ リス,ア メ リカへ渡 る とい うコー ス もあ った)
,フ ラ ン ス

人・ イ タ リア 人 の 亡 命 者 に関 して は ドイ ツ を通 つて ,オ ラ ン ダ,ベ ル ギ ー の 港

か らア メ リカ,イ ギ リス へ 行 く と い う コ ー ス が 一 般 化 す る
。 こ の コ ー一ス は1830

年 代 か ら イ ギ リス に渡 っ た 亡 命 者 の コ ー ス,ま た ル ア ー ヴル 経 由 で ア メ リカ へ

渡 る移 民 者 の コ ー ス[B,45]と ほ ぼ 同 じで あ っ た 。 こ う した ヨー ロ ッパ
,ア メ リ

カ を 結 ぶ 列 強 の 革 命 家 追 放 の 協 力 は,1848年 革 命 に よ る混 乱 を収 拾 しよ う と い

う列 強 諸 国 の 思 惑 が 一 致 した か らで あ り,革 命 家 た ち に と って は,そ の 後 ほ ぼ

永 久 に ヨー ロ ッパ で の 世 界革 命 の 可 能 性 が 消 滅 す る こ とに な る
。

ス イ ス に 亡 命 した ドイ ツ人 た ち の 人 数 に つ い て は
,ベ ル ンの 資 料 か ら類 推 で

き る。バ ー ゼ ル 市 だ け で1年 間 で5081人 が や って 来 て い た(表1)
。参 加 した 国

別 の 人 数 を み る と わ か る よ う に圧 倒 的 に バ イ エ ル ン(ラ イ ン ・バ イ ェル ンだ と思

われ る)・ バ}デ ン・ ヘ ッセ ンで ,こ れ だ け で8割 以 上 を 占 め て い る。 しか し,

ドイ ッ各 地 か ら参 加 者 が い る し,フ ラ ン ス,ス イ ス,ポ ー ラ ン ドか らの 参 加 者

もい る。 多 くは ス イ ス の 政 策 もあ って1年 の う ち に 帰 郷 す る が
,ス イ スへ そ の

後 も残 存 す る もの775人,ア メ リカ へ 行 く もの308人 と な っ て い る
。 要 す る に

も っ と も 重 要 な 人 物 は,こ の う ち の 約6%の ア メ リカ へ 追 放 さ れ た 人 々 で あ

る。

5000人 の 亡 命 者 が ど の よ う に入 って き た か に つ い て は
,月 別 の入 国 数 を調 べ

る しか な い。 バ ー セ ル の 警 察 に よ って 確 認 さ れ た 人 数 は
,1849年7月4日 か ら

始 ま って い る。残 念 な が ら7月 の 資 料 しか な い が,7月4日 か ら19日 ま で の15

日 で500人 以 上 の ドイ ツ人 が バ ー ゼ ル へ や って き て い る こ とが わ か る(表2)
。

そ の 他 の 国 境 ラ イ ン フ ェ ル デ ン(Rheinfelden)
,シ ュ タイ ン(Stein),ラ ウ フ ェ ン

フル ク(Laufenburg),カ イ ザ ー シ ュ ト ゥー ル(Kaiserstuh1)
,ッ ア ッ ァ ッハ(Zur-

zach)も 考 慮 す る と,そ の 数 は一 目で3000人 に も の ぼ って い る
。 そ の 他 の 地 域

を越 す もの の数 を 推 察 す る と,短 期 間 の 間 に い か に 多 くの ドイ ツ人 が ス イ ス に

亡 命 して き た か が わ か る。 バ ー ゼ ル に入 った ド イ ツ人 た ち の 多 く は
,ベ ル ン,

チ ュ ・一 リ ヒ,ソ ロ トゥル ンな ど ス イ ス の 主 要 都 市 に 向 か うが
,中 に は,フ ラ ン

スへ 向 か う も の も い た 。 ま た,す ぐに故 郷 へ 帰 る もの も何 人 か は い た。 全 体 と
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表11849年7月4日 か ら185・ 年7月2・ 日ま で の 間,バ ー ゼ ル 市1こ や って きて ・ス イ ス に 滞 在

した 人 々,ま た醸 亡 命 した人 々 の 国 別 人 数 と,亡 命 先 ・[A・6・c][B・33,S・246]

「
週ー 亡

罫一 スシトリ;綴 猟 畷 メ2偏 九 イギリス6-1
[ン ダ1人,フ ラ ン ス1人,帰 郷6人,不 明1人

プ ロ イ セ ン ス イ ス57人,ア メ リカ29人,イ ギ リス4人,フ ラ

ンス3人,帰 郷57人,不 明1人

サ ル デ イ ニ アt帰 郷2人

1オ ラ ン 列 帰郷1人
ベ ル ギ 「 スイス1ん 帰3人

ハ ノ フ ァ ー

ザ ク セ ン

バ イ エ ル ン

ヴ ュ ル テ ン ベ ル ク

バ ー デ

一_色_」 堅… …孕

ヘ ッ セ ン 大 公 国1ス イ ス52人,ア メ リカ8人,帰 郷530人,不 明2

ヘ ッ セ ン 侯 国1ス イ ス121人,ア メ リカ1人,わ ン ダ1人 ・ 帰 郷

・65人

ス イ ス9人,ア メ リカ1人,オ ラ ンダ1人,帰 郷9

人

ス イ ス21人,ア メ リカ14人,オ ラ ン ダ2人,帰 郷

21人

ス イ ス170人,ア メ リカ55人,イ ギ リ ス5人,フ

ラ ン ス13人,帰 郷1089人,不 明5人

スイ ス67人,ア メ リカ12人,イ ギ リス2人,オ ラ

ン ダ1人aフ ラ ン ス4人,帰 郷31人,不 明3人　

ン[ス イ ス196人,ア メ リカ172人,イ ギ リス13人,1

オ ラ ン ダ1人,ス ペ イ ン1人,フ ラ ンス17人,ハ

1ン プル ク2人 ・ 帰 郷1920人 ・ 不1サ132人

[人

メ ク レ ン ブ ル ク ・

シ ュ ヴ ェ リ ン

シ ュ レ ズ ヴ ィ ッ ヒ ・

ホ ル シ ュ テ イ ン

ハ ン ブ ル ク

フ ラ ン ク フ ル ト

そ の 他 の ド イ ツ

メ

イ

タ

ラ

ア

イ

フ

北

ス

全

リ

ン

)

ア

ス

カ

ス

体

ス イ ス1人,ア メ リカ1人,帰 郷3人

繋
151人

蜘
21知

58人

1337人

120人

2354人

592人

188人

5人

ス イ ス2人,帰 郷2人4人

ス イ ス3人,イ ギ リス1人,帰 郷1人5人

ス イ ス3人,ア メ リカ2人,フ ラ ンス2人,帰 郷29人

人

ス イ ス19人,帰 郷47人,不 明1人67人

ス イ ス9人,イ ギ リス2人,ベ ル ギ ー3人14人

イ ギ リ ス6人,オ ラ ン ダ2人,帰 郷7人15人
2人帰 郷2人

帰 郷59人59人

ス イ ス775人,ア メ リカ308人,イ ギ リス39人,5081人

薪 灘 篤 歌 磁1鰯 ⊥一_一
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して見 ると・彼 らはスイスへ とりあえず亡命 の地を求 あ る以外 に手が なか
った

といえよ う・ また彼 らの職 業を見 ると,多 くは職 人,学 生,知 識 人,商 人 な ど

で あ る。特 に,靴 職人,仕 立 て職 人 ,家 具 職 人 が 多 いが(1850年5月14日 の統計

では・仕立て職人20/58 ・鞭 人14/58,家 具職人7/58で 圧倒的であるaま た185。 年

3月22日 の統計 で 禦 て職 人92/2fi5
,靴 職 人61/26嫁 具職人22/265で か な りの

数 を 占めて い る[A,5,d])・ こ れ1ま フ ラ ン ス
,ス イ ス か らの ドイ ツ人 職 人 が 義 勇 軍

と して 参 加 して い た か らで あ ろ う
。

2)ス イスか らフランス経由でイギ リス,ア メ リカヘ

スイ スに亡 命 した ドイ ッ人 たちはす ぐに再度
,ア メ リカtイ ギ リスへ の亡 命

を余儀 な くされ た。 スイスか ら再度 亡命 した ものにつ いては
,ス イ スばか りで

な く・ か ル スル ーエ・ ポッダム,ブ リュ ッセ ル な どに史料 が残 されて 認
。

こ れ を 使 って,バ ー デ ン蜂 起 に 参 加 した ドイ ッ人 の 実 体 を 掴 む こ と に す る
。

表2バ 融 ゼ ル の ス イ ス骸 表3ル アー ヴ1レで乗船 した亡 命者 の人数

によ って登 録 さ れ た亡 命[A
,6,a]者

の人数[A,6,c]
報 告 回数 数…ラこ

数日 付 け

7月4日

5日

6日

7日

8日

9日

10日

ll日

12日

13日

14日

15日

16日

17日

18日

19日

臥
臥
臥
蹴
蝋
蝋
鰍
臥
臥
猷
蹴
砿
蹴
甑
鰍
蹴

1

回

回

回

回

回

回

回

回

回

回

回

回

回

回

回

回

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

1
↓

ー
鳳

-
」

ー
ユ

ー

-
↓

ー
ユ

1849勾 三9月3f】 一一10月1日

9∫ 」22日 一一29日

10月19日 一一11月1日

11月21日 一 一12月10日

9月14日 一1月3[j

l850年1月9[一 一2月21日

2月28日 一3月11日

3月19「1-30[]

3月30日 一一4月19[{

4月20日 一30日

5∫]1日 一一19日

5月19日 …6月9日

6∫jg日 一一6月19Fl

6月23日_7月7日

7月8日 ～8月10日

8月10日 一10月16日

26人

54人

39人

24人

32人

37人

31人

84人

141人

52人

75人

84人

82人

84人

80人

80人
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i)ル ア ー ヴ ル か らア メ リカヘ

ル ア ー ヴ ル へ の移 動 が 行 わ れ始 め た の は,1849年 の9月 か らで あ る。 ル ア ー

ヴ ル に あ る ス イ ス領 事 館 で は,ス イ ス カ・ら フ ラ ン ス に 入 っ た ドイ ツ 人 亡 命 者

が,無 事 に ル ア ー ヴ ル か ら船 出 した か を チ ェ ッ ク して い る(表3)・ そ れ1こ よ る

と,重 要 人 物 の 雌 の 日が わ か る.9月3日 ・・イ ン ツ ェ ンげ グ(イ ギ リス)・

ジ ー ゲ ル(ニ ユー ヨー ク),1・ 月1日 メ ノレゼ イ(Mersey・A・)(ニ ー ヨー ク)・9月

25日 メ ・ソテ ル ニ ヒ(ニ ュー ヨーク),10月8日 シ ュ トル ー ヴ ェ夫 妻(イ ギ リス,サ

ザ ンプ トン経 由),10月8日 ヴ ィ リ ッ ヒ(サ ザ ンプ トン経 由)・9月22日 ドル(Doll)

(ニ ューオ リンズへ),10月8日 ア ネ ケ(ニ ー ヨーク)・10月29日 ブ レ ン タ ー ノ

(ニ ュー ヨー ク)。彼 らが 乗 っ た 船 もそ こ に は書 か れ て い る[A,6,a]。 主 要 人 物 はz

ほ ぼ9月 か ら10月 に か け て ル ア ー ヴ ル を 出 港 して い る がi全 体 と して ど れ く

らい の 人 物 が,こ う した 道 を 通 っ た の で あ ろ うか 。表3を 見 る と わ か る よ うに,

領 事 館 か らの報 告 で はiほ ぼ 一 年 間 の 乗 船 数 が 記 録 さ れ て い る が,こ れ に よ る

と約9・ ・人 が ル ァ ー ヴル か ら出国 して いることがわか る・ これカ1酵 で あ るか

ど うか は,ニ ュー ヨー クに残 って い る名 簿 との対照が必要で あろう。彼 らの行

く先であ るが,ほ とん どが ニ ー ヨー 久 ニ ュー 剥 ンズ・ イ判 スで ある・

彼 らの職業 は,知 識 人 よ りも職 人 が多 い こ とが わか る。特 に多いのがパ リの ド

イツ人職 人の代表であ った仕 立て職人,靴 職 人 で あ りa家 具職 人 の方 は意 外 と

少 な い.そ の他 で は渾 人(こ れは当然であろう)aパ 職 人詔 切 り職 人・ 蹴

職 人,牲 な ど も多 い。 ま 膿 業 労働 者 や商人な どもかな りいた・ バーデ ン蜂

起 に参加 し スイスへ亡命 した もののし幡 アメ リカへ渡 った ものの多 くが職

人である ことは,バ ーデ ン蜂 起 の積極 的参 加者 を特徴づ けているとも言え る。

その中の多 くが スイス,フ ラ ンスに い た ドイ ツ人職 人 で ある可能性 の高 さも加

味す れば,バ ー デ ン蜂 起 それ 自体 は別 と して,積 極 的 な参 加 者 は,外 国 か ら駆

けっ けた職 人 たち で あ り,彼 らの軍 事行 動 抜 きに して は,蜂 起 の展 開 は あ りえ

なか ったわ けである。

スイスか らルアー ヴルまでの日数で あるが,1850年1月18日[A・6,c]に ル

ア_ヴ ル に向 か って スイ スを離 れ た シュラム ・ヤ コブ(Schram,J.)は ・1月26
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日[A,鋼 に ニ ュ ー ヨー ク行 き の 艦}に 乗 船 して い て 沙 な く と も1週 間 以 内
で

着 い て い る・ 明13日 に 出 発 した ア ル ベ ル ト ・カ ー ル(KarlAlbert)は19日1こ

乗 艦 て い る・ チ ッ フ(ZipLJ ・)1ま,3月1日[A ,6,c]に 出 発 して5日 に 乗 船 し

て い る。 お そ ら くす で に鉄 道 を 利 用 して い た も の と考 え られ る[A
,6,a]。 した

が っ て ・ 彼 らの 護 送 は・183・ 年 代 と違 って,き わ め て ス ム ー ズ に な され た よ う

に 思 わ れ る。

ii)ベ ル ギ ー,イ ギ リス,ア メ リカ

イ ギ リス へ 渡 った ドイ ツ人 亡 命 者 は
,す べ て ル ア ー ヴ ル を 通 っ た わ け で は な

い 。 イ ギ リ スへ 行 く場 合 は
,1834年 の ドイ ッ人 が 通 った よ う に カ レー や ブ ロ ー

ニ ュ経 由 も あ った か らで あ る
。1849年8月26日,そ の 二 日前 パ リを 去 った マ

ル ク ス は ブ ロ ー ニ ュ か ら ロ ン ド ンに 向 け て 船 に 乗 る
。 彼 は}イ ギ リス 経 由 で

ニ ュ ー ヨ ー ク に 向 か う と乗 船 名 簿 に 書 い て い る[A
,4,b]が,実 際 に は行 か ず ロ

ン ド ンに 落 ち着 く こ と に な る
・ マ ル ク ス の よ うに,ス イ スか らで は な く

,パ リ

か ら ロ ン ド ンへ 渡 る も の は こ う した ㍗ ス を取 った もの と思 わ れ る
.し か し,

こ の 乗 船 名 簿 に は シ ュ トル ー ヴ ェ な ど の 名 は な い
。

ま たsフ ラ ン スか らベ ル ギ ー へ 出 る コ ー ス もあ っ た
。1849年7月23日 の ベ

ル ギ ー の 法 務 省 の 手 紙 に は バ ー デ ン政 府 が
,「 ブ レ ン タ ー ノ,ゲ グ,ミ エ ロ ス ラ

フ ス キ ー 粥 ゲ ル ・ シ ュ トル ー ヴ ェ・ ヴ ィI」 ッ ヒ,メ ッ テ ル ニ ヒ
,ベ ッか 」

な ど16人 の重 要 人 物 が ブ リュ ッ セ ル を 通 っ た場 合 に は逮 捕 す る よ うに 要 求 し

て い る こ と を 告 げ て い る[A ・8]。 しか し,実 際 に は ベ ル ギ ー に は現 れ ず に
,ル

ァ ー ヴル 経 由 で ア メ リカ
・ イ ギ リス にそ了っ て い る.こ の こ と は ,ベ ル ンの べ ノレ

ギ ー 大 使 館 も1850年4月 に 調 査 し,フ ラ ン ス に い るバ ー デ ン蜂 起 の 首 謀 者 ミ

エ ロ ス ラ フ ス キ ー以 外 は
・ シ ュ トル ー ヴ ェ,ブ レ ン タ ー ノ,ゲ グ,ジ ー ゲ ル,

ドル,ヴ ィ リ ッ ヒ,メ ッ テ ル ニ ヒ
,ハ イ ン ツ ェ ン,レ ー ヴ ェ ン フ ェ ル ス等 は す

べ て 出 港 した こ と を 確 認 して い る
。 ベ ル ギ ー へ の 移 動 の 確 率 は,け っ して 低

か った わ け で は な か っ た。 ベ ル ギ ー は法 的 に 初 め て 亡 命 者 の 引 渡 しを 拒 む 法 律

を 制 定 した国 で あ っ た[B,33 ,S.210]。 革 命 後2400人 の 亡 命 者 が ベ ル ギ ー に逃 れ

た が,そ の 多 く は フ ラ ンス人 で あ っ た
。 しか しsベ ル ギ ー政 府 の ドイ ッ と の 関
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表41858年6月15日 の ミ ュ ンヘ ンで の プ ロ トコー ル,ベ ル ギ ー イ ギ リス,ス イ ス,

ヨ ー ロ ッパ 外 国 に お け る ドイ ツ 人 亡 命 者 の リス トか ら著 名 な 人 物 の リス トア ップ

[A,5,b]

i

国 亡命者の数
一

ベ ル ギ ー 17人 カ

イ ギ リス 33人 カ

1 工

フ

フ

ぺ

ス イ

ア メ リカ

L

53人

84人

要 人 物

カ ー ル ・グ リ ュ ン

カ ー ル ・プ リ ン ト

エ ル ン ス ト ・ ド ロ ン ケ

フ リ ー ド リ ヒ ・エ ン ゲ ル ス

フ ェ ル デ ィ ナ ン ト ・フ ラ イ リ ヒ ラ ー ト

ペ ー タ ー ・イ マ ン ト

}ゴ ッ トフ リ ー ト ・キ ン ケ ル

1か ル ・マ ル クス

/ア ー ノ ル ト'ル ー ゲ

i;勃:時 ノ,

カ ・一 ル ・シ ャパ ー

ヴ ィ リ ッ ヒ

フ イ リ ッ プ ・ベ ッ カ ー

㌧ ユ テ フ ァ ン.ボ ル ンー..

ル.デ ス タ ー

1 ゲ オ ル ク ・フ ァ イ ン

ゲ オ ル ク ・ヘ ル ヴ ェ ー ク

ブ レ ン タ ー ノ

フ リー ド リ ヒ ・ヘ ッ カ ー

ハ ロ ・一 ・ハ リ ン ク

カ ー ル ・ハ イ ン ツ ェ ン

_」 努灘 淵 ㍍ ク

居 住 都 市

ブ リ ュ ッ セ ル

ロ ン ド ン

グ ラ ス ゴ ー

ロ ン ド ン

ロ ン ド ン

マ ン チ ェ ス タ ー

ロ ン ド ン

ロ ン ド ン

ロ ン ド ン

ロ ン ド ン

ロ ン ド ン

ロ ン ド ン

ロ ン ド ン

ジ ュ ネ ー ヴ/ビ ー ル

チ ュ ー リ ッ ヒ

チ ュ ー リ ッ ヒ
i
lチ ュ ー リ ッ ヒ

チ ュ ー リ ッ ヒ

Lユ_ヨ_ク

イ リノ イ

ロイネヤジ

ク

ク

ク

・

一

一

一

デ

ヨ

ヨ

ヨ

・

一

[

一

オ

ユ

ユ

ユ

リ

ニ

ニ

エ

係 の 良 さ[B,47ユ を 嫌 っ て,多 くの ドイ ッ人 は ベ ル ギ ー を 避 け た と も言 え る。 し

か し,表4を 見 る限 り ベ ル ギ ー に も亡 命 者 が 来 て い る こ と は わ か る。 ベ ル ギ ー

か らイ ギ リスへ は オ ー ス テ ンデ が 一 般 的 な コ ー ス で あ るが ・ オ ー ス テ ン デ に は

(15)

渡航記録が存在 しない。

ヨーロ ッパで もっとも多 くの ドイッ人亡命者 を受 け入 れた国 は,イ ギ リスで

あ った。すで に イギ リスの地 には,ス イ ス経 由 で多 くの ドイ ッ人 が1830年 代 に

亡命 して いた。 しか し,名 実 と もに ヨー ロ ッパ 最 大 の ドイッ人亡命者 の国 にな
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るの は,や は り1849年 以 降 の 事 で あ る。 イ ギ リス は
,亡 命 者 を 拒 否 しな い が,

好 遇 も しな か った 。1852年 の3月 に は1970人 の 亡 命 者 が い た が
3そ の う ち 半

分 以 上 の1150人 が ドイ ッ人 で あ った[B,33,S.261]。 しか し
,イ ギ リス で 経 済 的

に 困 窮 した ドイ ッ人 が さ ら に ア メ リカ へ と旅 だ って い く こ と に な る
。 特 に バ_

デ ン蜂 起 の 英 雄 た ち は,イ ギ リス よ り も ア メ リカ へ と進 ん で い く
。 ロ ン ドンで

力 を 持 って い た の は・ ル ー ゲ た ち ヨー ロ ッパ 民 霊協 会 と,キ ンケ ル,シ ャパ ー,

ウ ィ リ ッ ヒで あ った 。 マ ル ク ス は,バ ー デ ン蜂 起 や ,革 命 の 華 々 しい動 きか ら

遠 い 存 在 で あ り,当 時 の ドイ ッ人 亡 命 者 に と って は必 ず し も重 要 な 存 在 で は な

か った と思 わ れ る。 そ の こ と は,キ ンケ ル ,ル ー ゲ,シ ュ トル ー ヴ ェ な ど へ の

辛 辣 で,皮 肉 な 批 判 を 見 る と よ くわ か る[B,27}。 実 際 マ ル ク ス の 亡 命 は
,革

命 へ の参 加 が 原 因 で は な か っ た の で あ る。1858年 の 史 料[A ,5,b]は,ロ ン ドン

に住 ん で い る ドイ ッ人 亡 命 者 で 著 名 な 危 険 人 物 を あ げ て い て
,そ こ で の 多 くの

ドイ ツ人 に は バ ー デ ン革 命 の 参 加 者 で あ る か ど うか の備 考 が っ い て い る が
,マ

ル ク ス と エ ンゲ ル ス に 関 して は 「著 名 な 共 産 主 義 者 」(BekannteKommunist)と

な って い る だ け で あ る(表4)。 た だ し,こ の 史 料 は決 して 正 確 で は な い。1858

年 に 作 られ た もの な らば,す で に ア メ リカ に 行 って い る人 物 な ど は ロ ン ドンに

滞 在 と書 か れ な い で あ ろ う。 この 史 料 に は罪 状 が っ い て い るが ,マ ル ク ス な ど

の 数 名 を 除 け ば,革 命 の歴 戦 の っ わ も の ぞ ろ い で
,バ ー デ ン蜂 起 へ の 参 加,プ

フ ァ ル ッ蜂 起 へ の 参 加,ド レス デ ン蜂 起 の 参 加 ,ウ ィ ー ン蜂 起 へ の 参 加 が 多 い。

そ の 中 で も内 乱 罪(Hochverrat)が 多 く,死 刑 か ら懲 役 ま で の求 刑 を 受 け て い

る。そ の 他 不 敬 罪(Majestaetsbeleidigung),税 の 支 払 い拒 否(Steuerverweiger)
,

出版 法 違 反(Pressvergehen)な ど の 罪 状 が か か げ られ て い る。

も っ と も多 くの ドイ ッ人 亡 命 者 を集 め た 国 は ア メ リカ で あ る。1848年 の ア メ

リカへ の 亡 命 者 を あ つ か っ た ツ ッ カ ー(Zucker)編 の 本 に は48年 革 命 者(For -

ty-Eighters)の 伝 記 の 小 辞 典 が つ い て い る[B ,4】,pp.261-3571。 そ こに は4000人

以 上 に の ぼ る 亡 命 者 の う ち242人 が リス トア ップ さ れ て い る が ,か な り有 名 な

人 物 が 作 為 的 に取 り上 げ られ て い る。 こ れ は ア メ リカ に 渡 っ た 亡 命 者 の 実 態 で

は な い と思 わ れ るが,い か に 有 名 な革 命 家 た ち が ,ヨ ー ロ ・ソバ を離 れ た か は一一
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目 瞭 然 と わ か る 。 ア ネ ケ 夫 妻,ベ ッ カ ー,ベ ル ナ イ ス,ベ ル ン シ ュ タ イ ン,ブ

レ ン タ_ノ,コ ル ヴ ィ ン,フ ァ イ ン,フ レ ー ベ ルfゲ グ ・ ヘ ッ カ ー ・ ハ イ ン ツ ェ

ンyク リ ー ゲ(Kriege,H.)(182・-5・),シ ュ ル ツ(Schurz,C.)(1829-1906)・ ソ ル

ゲ(S。rge,F.)(1828-19・6),ジ ー ゲ ル,シ ュ トル ー ヴ ェ ・ ヴ ァ イ ト1Pク ・ ヴ ァ

イ デ マ イ ヤ ー(Weydemeyer,J.)(1818-66),ヴ ィ リ ッ ヒ な ど の 名 を 見 て も ・ そ の

状 態 が わ か る 。 彼 ら の う ち の 多 く は,た と え ば ジ ー ゲ ル,シ ュ ル ッ,ヴ ィ リ ッ

ヒ,ヘ ッ カ ー は や が て1863年 の 南 北 戦 争 に 参 加 す る 。

ル ア ー ヴ ル へ 行 く ドイ ッ 人 は,1851年3月 の 内 務 省 の 命 令 に 従 う と,す べ て

ブ サ ン ソ ン を 通 過 せ ね ば な ら な い こ と に な っ て い た 。「1ス イ ス か ら追 放 さ れ ・

ア メ リ カ へ 送 ら れ る ドイ ッ 人 亡 命 者 は,以 下 の 場 所 で フ ラ ン ス に は い る 。 サ

ン ・ ル イ(Saint-Louis)(バ ー ゼ ル),ジ ュ ー ニ ュ(Jougne)一 ポ ン タ ル リ エ

(ド ゥー ブ県),レ ・ル ス(LesR・usses)(ジ ュ ラ県)コ ・ ン ジ ュ(C・ll・nges)一 ゲ

ク ス(ア ン県)。2.す べ て は ブ ザ ン ソ ン に 向 か う。3.ブ ザ ン ソ ン か ら デ ィ ジ ョ

ン,デ ィ ジ ョ ンか ら ト ヌ ー ル(T・nnerre),ト ヌ ー ル か ら パ リ・ ル ア ー ヴ ル ・ ブ

ザ ン ソ ン で そ の 後 の コ ー ト ・ ドー ル 県,ヨ ン ヌ 県,セ ー ヌ ・エ ・ロ ワ ー ズ 県,

パ リ,下 セ ー ヌ 県 の ヴ ィ ザ は 発 行 す る 」[A,3,u,ii]。 し か し ブ ザ ン ソ ン に は,ス

イ ス よ り フ ラ ン ス経 由 で ル ア ー ヴ ル へ 行 く ド イ ッ 人 の リ ス トが 配 布 さ れ た が,

た い て い は ブ ザ ン ソ ン を 通 る こ と は な か っ た と い う。 リ ュ デ は リ ヨ ン の 方 を

通 っ た の で は な い か と推 察 して い る が[B,35,p・36],ル ア ー ヴ ル に 到 着 し て い る

ス ピ ー ドか ら し て,実 際 に は こ の コ ー ス を 通 っ た と は 思 え な い 。 鉄 道 を 使 っ た

ものと思 われ1暑.た だ,ス イ スの フ ラ ンス大 使 館 力aらの185・ 年4月3日 の報告

に は,ブ ザ ン ソ ン に向 け て パ ス ポ ー トを 取 っ た4人 の 名 が あ が って お り,そ の

中 に リー プ ク ネ ヒ トの 名 が あ る[A,3,b]。 この う ち イ ギ リ スへ 向 か う と さ れ た

3人 は4月13日 に ル ア ー ヴ ル で ア ル カ ン(Harlequin)号 に乗 船 して い る こ と が

わ か る[A,6,a]。 ジ ュ ネ ー ヴ か ら来 た 人 々 は ブ ザ ン ソ ンを 通 った の か も しれ な

い(リ ープ クネ ヒ トは,4月7日 に ポ ンタル リエ経 由で ブザ ンソ ンへ 到着 して い る。 ブザ

ンソ ンでは,1850年 代 末 には ドイ ッ人亡 命者 の数 は激減 して お り,ま た50年12月 の ロ

ン ドンで の ヴ ィ リッヒ等 の一革命的活 動 の影響 によ る国 境へ の危 険性 とい う配慮 の下 ナ ン
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トへ向 か って いる[B,35 ,P.38])。

国 境 沿 い と い う点 で,も っ と も フ ラ ン ス政 府 が 神 経 質 に な った の は ア ル ザ ス

地 域 で あ った 。 ラ ー シ ュ タ ッ トに も っ と も近 い ア グ ノ ー(Hagueneau)の 町 は
,

バ ー デ ン蜂 起 後 に も っ と も敏 感 に 反 応 した 町 で あ
っ た。 ス トラ ス ブ ー ル に は7

月 に350人 の ドイ ツ人 亡 命 者 が 来 て い る[B ,28,Jg.13}.373](ア ルザス以 外 で も

メスへ は・ フラ ンクフル トか ら追 放 され たモ ンテ ィグニ ー(Montigny
,E.)が 来 てい る

し[A,3・r]・ ヴェル ダ ンあた りに も数人 の ドイ ッ人が来 て いた[A
,3,P]).ス イ ス へ 亡

命 した ドイ ッ人 の マ イ ン ツ,ヴ ォ ル ム ス へ の 帰 還 の旅 は
,ス トラ ス ブ ー・ルー ア グ

ノ ー}ヴ ィサ ン ブ ー ル 経 由 で あ っ た た め
,こ の 監 視 を 行 って い る[A,3,nお 町 で

は 食 料s交 通 費 を そ の た め に 支 出 して い る[A
,4,c]。 こ の コ ー ス を通 った ドイ ッ

人 は1000人 を 越 え る数 で あ っ た。 ス トラ ス ブ ー ル も当 然 こ れ に遭 遇 す る こ と

に な る。 しか し,ア グ ノ ー・の 史 料 で は,バ ー一ゼ ル ー ス トラ ス プ ー ル 間 は鉄 道 で i

な お か っ ス トラ ス ブ ー ル は通 過 す るだ け で 市 内 に入 れ な か った よ うで あ り
,市

内 に お け る秩 序 は 保 た れ て い た。 下 ライ ン県 で1849年6月21日 か ら11月20

日 ま で に ヴ ィザ は・ バ ー デ ン人114人 ,プ ロ イ セ ン人41人,ヴ ュ ル テ ンベ ル ク

人6人}バ イ エ ル ン人134人 と な っ て い る[A ,3,u,i]。 ま た ス トラ ス ブ ー ル は,

ス イ スか ら ア メ リカ へ 渡 る も の が ,ル ア ー ヴ ル へ 行 く途 中 の 都 市 で もあ った 。

「県 知 事 は ・ さ る3月29日,ス イ スか ら来 た か な り多 くの 亡 命 者
,そ の ス トラ

ス ブ ー一ル へ の到 着 はす で に告 げ られ て い ま した が
,彼 らが ミュ ル ー ズ か らパ リ

へ そ の ま ま行 く と言 う こ と を 知 らせ て くれ ま した
。 こ の道 順 は,実 際 何 人 か に

と っ て好 む べ き もの で し ょ う」[A ,3,u.ii]と い う文 書 は そ れ を 証 明 して い る
。

こ れ に よ る と,ト ヌ ー ル ま で は ど の コ ー ス で 来 て も構 わ な い が
,そ こ か ら ル

ア ー ヴ ル ま で は,鉄 道 で 確 実 に送 り届 け る こ と を 約 束 して い る
。 しか し,鉄 道

の 路 線 図 か ら考 え て こ の 道 順 は理 解 しが た い の だ が
。18囎 年10月1日 の報 告

で は・ ゲ グ・ ジ ー ゲ ル は コ ル マ ー ル に は来 て お らず
,メ ッテ ル ニ ヒ,メ ル ゼ イ,

フ レ ン タ ー ノ は コ ル マ ー ル に い た と さ れ て い る
。 した が って,後 者 に 関 して は

ス トラ ス ブ ー ル に上 っ た 可 能 性 もあ る
。 しか し,シ ュ トル ー ヴ ェ は ロ ン.ル.

ソ ニ エ へ 行 き・ ハ イ ン ッ ェ ン,ヴ ィ リ ッ ヒ は プ ー ル ・ア ン ・ブ レ ス に 現 れ て い
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る の で,南 を 回 った 可 能 性 が 高 い[A,3,aユ 。

C)西 南 フ ラ ン ス の ドイ ツ 人

1)西 南 フ ランスの ドイツ人

そ も そ も,ド イ ッ人 を 西 南 フ ラ ン スへ 追 い や る こ と に な る の は,1849年7月

7日 に 内 務 省 か ら西 南 フ ラ ンス地 域 に発 せ られ た 次 の よ うな 命 令 に あ った 。「県

知 事 へ 。 ドイ ッで 起 こ って い る事 件 は お そ ら く,そ の 失 敗 の結 果 か ら免 れ る た

め に 起 こ る で あ ろ う多 くの 外 国 人 亡 命 者 を,わ が 国 境 に あ ふ れ さ せ る で あ ろ

う。 こ う した 状 態 か ら引 き 出 さ れ る危 険 を避 け る た あ に,6月21日 に モ ー ゼ ル

県,下 ライ ン県,上 ラ イ ン県 の 諸 県 に指 示 が 出 さ れ た 。 私 は,フ ラ ン ス に 現 れ

る ドイ ッ人 た ち を す ぐに 武 装 解 除 し,小 集 団 に再 組 織 し,以 下 の 県 へ の通 行 証

を も っ て 行 か せ る こ と を 勧 め た 。 そ の 県 と は,カ ル ヴ ァ ドス(Calvados)県

(カ ー ン地 区を除 く),コ ー ト ・デ ュ ・ノ ー ル県(CotesduNord)・ フ ィニ ス テ ー ル

(Finistere)県,イ ル ・エ ・ヴ ィ レー ヌ(llleetVilaine)県aロ ワ ー ル ・ア トラ ン

テ ィ ッ ク 県(LoireAltantique)(ナ ン ト地 区 を 除 く),メ ー ヌ ●エ'ロ ワ}ル

(MaineetLoire)県,マ ン シ ュ(Manche)県(シ ェル ブー ル地 区 を除 く),マ エ ンヌ

(Mayenne)県,モ ル ビ ア ン(Morbihan)県,オ ル ヌ(Orne)県,ヴ ァ ンデ ー

(Vendee)県,ヴ ィ ェ ンヌ(Vienne)県 で あ る」[A,3,z,i][A,3,d]。 こ れ は・ バ ー

デ ン蜂 起 後,亡 命 して き た ドイ ッ人 た ち を 直 接 国 境 に接 す る地 域 か ら,西 南 地

域 へ 移 動 さ せ[A,4,e],ド イ ツ 人 の 陰 謀 を 防 こ う と い う考 え に あ った 。 こ う した

背 景 に は,シ ュ トル ー ヴ ェ や ハ イ ン ツ ェ ンな ど の フ ラ ン スで の 動 き と6月 の パ

リで の蜂 起,さ らに は ア ル ザ スで の そ の 影 響 が あ った 。 内 務 省 は,彼 らの 動 き

を ア ル ザ ス と バ ー デ ンを 結 び付 け る もの と して 警 戒 して い る(1849年6月29口

内務 省[A,3,t,i])。

1849年6月14日 の ジ ロ ン ド県 に 出 さ れ た 内務 省 の 手紙 に よ る と,r政 治 亡 命

者 は9政 府 の 強 化 が な け れ ば パ リに 行 く こ と は 認 め られ な い 」[A,3,h,i]と 書 か

れ て お り,地 方 だ け で な く,パ リへ 行 く こ と も困 難 に な って く る。 こ れ は6月

13日 の パ リで の事 件 を背 景 に して い る わ け で あ るが,す で に パ リに い た も の に
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対 して も厳 しい処 置が取 られ る ことにな る。 マル クスが7月19日 パ リか ら西

フ ラ ンスの モ ル ビア ン県 ヴァンヌに移住す る ことを勧 め られ るの も
,こ の関 係

で あ る。 マ ル ク ス は・ 自分 は政治亡命者で はな く,正 当 なパ スポ ー トを も って

パ リに来た ものであ り,目 的 は政 治経 済 学 の完成 で あ る と主張 して いる[B ,19,

S.75]。 しか し,当 時 の状 況 の 中で政 治 亡 命者 で ない と証 明す ることは容易で は

なか った。8月16日 にパ リ退 去 を命 ぜ られ,前 述 の よ うに ブ ローニ ュか らロ ン

ドンへ行 くことになる。

こう して・ ドイツ人亡命者 にとって,ア ルザ ス地 域 か らは追 い 出 され,パ リ

か ら も締 め 出 され,結 局 落 ち着 く先 は,イ ギ リス,ア メ リカ以 外 は西 南 フ ラ ン

ス しか な くな って しま う。1851年 の統 計 を見 る と,あ い かわ らずパ リに は ドイ

ツ人 は13584人 もい るが,し か し,1840年 代 に比 べ る とその数 はか な り減 少 し

ている。 ドイツ人の人口はこう して1848年 革 命 を境 に して減少 す る
。 しか しs

一 方 で ドイツ人 人 口 は西 南 フ ラ ンスへ と移動 し
,分 散化 も引 き起 こす こと とな

る。1837年 に ドイ ツ人 の居 住 しなか った県 も含 めて,も はや ドイツ人 の居 住 し

な い県 はな くなるという状態 が生 まれ るの も革命後 であ る。 しか し,主 要 な革

命 家 は フ ラ ンスを去 り,イ ギ リス,ア メ リカへ 移 り,ド イ ッ労 働 運 動 史 の 中 に

占め る フ ランスの ドイツ人 の位iは 減少 す る こ とにな る。

パ リの ドイ ッ人の最後 を飾 る問題 と しては
,1851年 の,パ リの共産 主義 者 の

謀 議 の発 覚 で あ る。 この問題 は,ケ ル ンの共 産 主義 者 の蜂 起 の問題 と関連 づ け

られ,大 き な問 題 へ と発 展 して 行 く。 この蜂起 に関係 して逮 捕 され たパ リの

シェルヴ ァル(Cherval ,本名Craemer,J,),シ ェル ツ ァー(Scherzer)な どが ,共

産 主義 者 同 盟 と関係 して いた ため,ロ ン ドンの ヴ ィ リッ ヒ,シ ャパ ー,マ ル ク

スを も巻 き込 む こ とにな る。マルクスは,『 ケル ン、共産 党裁 判 の真相 』凪26]と

い うパ ンフ レッ トを書 き,共 産 主 義 同盟 か ら分 派 した暴 力革命主義 のヴ ィリ
ッ

ヒー一シャパ ーとはまった く関係が な くaこ の陰 謀 自体 も シ ャパ ー一 ヴ ィ リッヒ

ー派 とプロイセ ンので
っち上 げで,こ れ は マル クス た ちを陥 れ る手 口であると

主張す る。確 かに,暴 力 的 革 命路 線 か ら距 離 を お いていたマル クスが,こ の事

件 に関係 あ る とは思 え な いが,シ ャパ ー一 ヴ ィ リッ ヒが,プ ロイ セ ンと組 む ご



(186) 1840年 代 フラ ンスにおけ る ドイ ッ人入 口の動態(3)53

と も な い と思 わ れ る。 マ ル ク ス は,ロ ン ドン に お け る亡 命 者 の 中 で 劣 性 で あ る

が ゆ え に,そ う した 印 象 を示 す こ とで,ケ ル ン の裁 判 を乗 り切 り・ か つ ロ ン ド

ンで 優 位 に い た シ ャパ ー,ヴ ィ リ ッ ヒ,キ ン ケ ル・ ル ー ゲ を 撃 退 す るつ も りで

あ っ た の か も しれ な い 。 しか し,こ の事 件 は い ず れ に し ろ マ ル ク ス の 名 を 有 名

に す る こ と に は役 だ った が,肝 心 の 共 産 主 義 者 同 盟 内 で の 闘 争 の 問 題 と は裏 腹

に,同 盟 自身 壊 滅 的 打 撃 を 受 け,ヨ ー ロ ッパ に お け る組 織 を 失 う こ と に な る。

マ ル ク ス は,パ リの 事 件 は ラ イ プ チ ヒか ら始 ま る と述 べ て い る[B,26,S.409]。

5♪{ラ イ プ チ ヒで ノ ー トユ ン ク(N・thlung・P・)(182レ80)が 逮 捕 され ・(17)リー ド

リ ヒ4世 の 命 を受 け た 秘 密 警 察 官 シ ュ テ ィー バ ー(Stieber,W.)(1818-82)が ロ

ン ド ンで 共 産 † 義 者 の 資 料 を 手 に い れ,そ こか ら8月 パ リの ドイ ッ人 の 陰 謀 が

発 見 さ れ る と い う.パ リで は,シ ュ テ 仁 バ ー の 画 策 で ・ シ ェ ル ヴ ァル ・ギ バ ー

リ ッ ヒ(Gibberlich,1.),シ ェ ル ツ ァ ー な ど が 逮 捕 さ れ る こ とに な る。 しか し,

パ リの 事 件 に っ い て は,ケ ル ン共 産 党 裁 判 に 関 す る ビ ッテ ル の 詳 細 な 史 料 集

[B,2]を 越 え る ほ ど の 充 分 な 史 料 調 査 は な さ れ て お らず,詳 細 は い ま だ 充分 で

は な い。 そ の 理 由 は 史 料 の 不 足 に あ る の で あ る が,パ リの ア ル シ ー ヴ ・ナ シ ョ

ナ ル に は,法 務 省 の 資 料 が い くつ か 残 っ て い る[A,Ld,e,f,g,hj]。 これ に よ る

と,実 はパ リで シ ン メ ル フ ェ ニ ッ ヒ(Schimmelpfenig,A.)(1824-65)の 家 が 家 宅

捜 索 さ れ,ド イ ッ人 の 陰 謀 が 発 覚 した の は1851年4月 で あ る(1852年2月6日

付 けの報 告 書)。 これ は プ ロ イ セ ンよ り も早 い。 そ の 後9月 に パ リの ドイ ッ 人 共

産 主 義 者 同 盟 の メ ンバ ー マ テ ッ セ ン(Mattesen),カ イ ザ ー(Kayser),シ ェル

ツ ァ_,ミ ュ ー ラ ー(Mueller),シ ェ ル ヴ ァル な ど を 逮 捕 す る の で あ る が ・ ギ ペ

リ ッ ヒ,シ ェ ル ヴ ァル は懲 役8年 の 刑 を 受 け な が ら,す ぐに 釈 放 さ れ て い る。

(マ ル クスが,ヴ ィ リッ ヒも一 枚 噛ん で い る と言 うの はま さに この奇 妙 さの点 で あ る。)

パ リで の 法 務 省 の 記 録 は ケ ル ンへ 送 られ て い る し,こ の 陰 謀 が 事 件 と して パ リ

で 処 理 さ れ て い るの も事 実 で あ るが,首 謀 者 に つ い て は,フ ラ ン ス か らす ぐに

追 放 して い る だ け で あ る[A,1,e](1852年6月11日 付 けの報 告書)。 これ は,マ ル

ク ス が 考 え て い る こ と と違 って,ド イ ツ人 亡 命 者 を フ ラ ン スか らお 払 い箱 に す

る政 策 の0貫 か も しれ な い 。 な ぜ な ら,シ ェ ル ツ ァー は,2月28日 に懲 役3年
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の刑 を受 けて いるが(計13人 が逮捕 され,10人 が有罪,2人 が8年,残 りは3年[A ,

1,h]),そ の記 録 を見 る と ドイ ッ人 の共 産主義結社 は1850年 暮 れ に出来 上 り
,

そ の長 を し・ ロ ン ドンと密 接 な連絡 を取 っていた とな っている
。 しか し,シ ェ

ル ツ ァー は裁 判 で,自 分 は フ ラ ンスの政 治 に一切 関係 したことはな く,ギ バ ー

リッ ヒと シェル ヴ ァルの犠 牲者であ り,こ う した陰 謀 と一 切関 係 な い と主張 す

る。 だか ら・無罪放免 して・ アメ リカか イギ リスへ行 かせて くれ と要求 してい

る。確 かに・ 早めに釈放 された シェルヴ ァル とギバー リッヒに比べて損 を した

のが シェル ッアーで あった。 しか し,彼 も刑 が半 減 され,釈 放 され て い る。 ケ

ル ンで は,6-7年 の刑 に服 して い る こ とを考 えれ ば
,パ リの陰 謀 は一 体 なん

で あ った のであ ろう。 いずれに しろ フランス政府 に とって は
,や っか い な ドイ

ツ人 亡命者 を処 分 で きる絶好 のチ ャンスで あった ことは確 かであ る
。

フランス政府 は,当 時 パ リの ドイ ツ人共 産 主 義者
,共 産 主義 同盟 の分 子 だ け

を標 的 に して いたわけで はない。1850年1月3日 の内 務 省 が全 国 の県 に向 けて

出 した手紙 に は危険 な外国人 を追放 する とい うもので3各 県 の県 知 事 か ら危 な

い外 国人 を提 出 して くれ とい うものであ った[A ,3,e,ij。 一 番恐 れ て いた の は,

フ ラ ンス人 と組 ん だ政 府転 覆 の動 きであ る
。パ リの ドイ ッ人に目を光 らせて い

た フランス政府 は,す で に共産 主義 同盟 の動 きを捌 む前1849年12月 に は
,バ

イエ ル ンの パ ラチ ナの ッ ヴ ァイブ リュッケ ン(Zweibruecken)で の蜂起 に関 係

した クルマ ン(Culmann)を 調 査 して い る し[A ,1,c],1851年5月 に は 「人民 同

盟 」(Liguedespeuple)と い うボ ンザ ンフ ァ ン通 りにあ る社会 主義的組織 の調査

も して いる[A,1,i]。 こ う した ドイ ッ人 との動 きで特 に注意 していたのが
,ス イ

スに お け る フ ラ ン ス人,ド イ ッ人,イ タ リア人 の 謀 議 活 動 の連 係 で あ った。

1850年11月29日 の リヨ ンか らの報 告 で は,ス イ スで は20000人 か ら25000人

の秘 密結 社 に属 す ドイ ッ人 亡 命者 が,ラ イ ン諸 地 方 との関 係 を もって いると記

され,ス イ スに い る数 千 人 の フ ラ ンス人 亡命者 との関係 の調 査が行 われ てい

る。 フ ラ ンス政 府 の 懸念 は,ジ ュ ネ ー ヴ,ヌ シ ャ テ ル,バ ー ゼ ル,ヴ ォ_

(Vaud)地 域 の 亡命 者 の動 きで,彼 らが ア ン県 ,ジ ュ ラ県,ド ゥー ブ県,上 ラ イ

ン県 とっ なが りを持 ち・ これが謀議 の火種 になるとい うことであ った。結局 ,
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この 問 題 の解 決 は,イ ギ リス,ア メ リカへ の 追 放 で あ る が,問 題 は逆 に 各 国 に

秘 密 結 社 が ま た が る こ と に も な っ て し ま っ た 。 特 に ケ ル ン共 産 党 裁 判 の フ ラ ン

ス側 の き っ か け は,ス イ ス か らイ ギ リ スへ 渡 っ た ヴ ィ リ ッ ヒや シ ン メ ル フ ェ ニ

ヒな ど の 人 物 で あ った と思 わ れ る。1850年2月 の ブ ザ ン ソ ンか ら の手 紙 に は,

「ヴ ィ リ ッ ヒ は ロ ン ド ンに亡 命 した が,ス イ ス,リ ヨ ン・ ブ ザ ン ソ ン とで さ え 関

係 を も って い る。 彼 の 見解 の 多 く は共 産 主 義 に 近 い 。 そ の こ とが 彼 が ヴ ォ ー 州

で 得 た 関 心 の 意 味 で あ る。彼 を 徹 底 的 に 監 視 す る こ とが 重 要 で あ る 」[A,Lc]。

っ ま り,ヴ ィ リ ッ ヒー シ ャパ ー と い っ た バ ー デ ン蜂 起 の 重 要 人 物 は,フ ラ ン ス

政 府 に よ って ロ ン ド ンに お い て も厳 し く監 視 さ れ て い た の で あ る。

ロ ン ド ンの 亡 命 者 の 中 で も う ひ と つ 力 を も っ た 組 織 に ル ー ゲ,キ ンケ ル,

シ ュ トル ー ヴ ェ を 中 心 とす る マ ッチ ー 二 が 始 め た ヨ ー ロ ッパ民 主 主 義 中 央 委 員

会 が あ る。 マ ル ク ス は,『 亡命 者 偉 人 伝 』[B,27ユ で,ル ー ゲ が い か に 上 手 に 国 際

的 亡 命 者 組 織 の 一 員 に納 ま りえ た か を,皮 肉 な 論 調 で 書 い て い る が[B・27・S・289

ff],ル ー ゲ の こ の 委 員 会 は,ロ ン ドン の ドイ ツ 人 亡 命 者 と深 く関 係 して い た こ

と は確 か で あ る。 中 央 委 員 会 は,シ ャパ ー,ヴ ィ リ ッ ヒの 組 す る 委 員 会 と は 敵

対 的 で あ っ た が,マ ル ク ス は この い ず れ か ら も い わ ば 排 除 さ れ た 形 に な っ て い

た 。 フ ラ ン ス政 府 は,こ の 委 員 会 に フ ラ ン ス の 重 要 人 物 ル ド リュ ・ロ ラ ンが 参

加 して い た こ と もあ って,監 視 を 続 け た[A,1,h]。 この 組 織 は,1830年 代 の 青

年 イ タ リア 同 様,各 民 族 別 の 組 織 に な っ て お り,イ タ リア 人 委 員 会,ポ ー ラ ン ド

人 委 員 会,ド イ ツ人 中央 集 権 委 員 会,青 年 オ ー ス ト リア人 委 員 会,オ ラ ン ダ人

民 主 中 央 委 員 会 で 形 成 さ れ て い た が,フ ラ ン ス か ら は,ア ラ ゴ(Arago)(1786-

53),デ ュ プ ラ(Duprat,P.),ユ ゴ ー ナ ドー(Nadaud,M.),キ ネ(Quinet)(1803-75)・

シ ュ_(Sue,E.)(1804-57)な ど の メ ンバ ー が 入 って い た 。 フ ラ ン ス政 府 は・ こ

の 組 織 を パ リの ドイ ツ 人 の陰 謀 と も,ま た フ ラ ン ス各 地 に あ る秘 密 結 社 と の 関

連 で 捉 え て い る。 実 際 に は,こ の 中 央 委 員 会 と,共 産 ギ義 者 同 盟 は ま っ た く別

物 で あ っ た の だ が,フ ラ ンス政 府 と して は,バ ー デ ン蜂 起 後 の 亡 命 者,1849年

以 後 の フ ラ ン ス共 和 主 義 者,イ タ リア の 亡命 者 が す べ て 協 力 して 何 か を 画 策 し

て い る と考 え て い た よ うで あ る。 ロ ン ド ン,ニ ュ ー ヨ ー ク,リ ー ル,デ ィジ ョ
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ン・ ベ ル リ ン・ フ ラ ン ク フ ル ト・ ジ ェ ネ ー ヴ,ブ リュ ッセ ル,ブ ラ ウ ン シ ュ ヴ ァ

イ ク と い った 通 信 網 が あ り,パ リで は,r各 区 に ク ラ ブ の 中 心 が 作 られ,そ の 代

表 に よ って 社 会 主 義 の 革 命 的 政 府 が 形 成 され て お り,そ れ は,ス イ ス,ロ ン ド

ンの 亡命 者 と密 接 な 関 係 に あ っ た 」(1851年11月15日)[A
,1,h]。 こ う した 脈 絡

故 に,フ ラ ン ス政 府 は,ド イ ッ人 に過 敏 に 反 応 して い た の で あ っ た
。

2)パ リか らノルマ ンデ ィー,ブ ル ター ニ ュヘ

パ リを追 わ れ ,東 フ ラ ン ス を 追 わ れ た ドイ ッ人 は,フ ラ ン ス国 内 で は 西 に 進

む しか な か った 。1849年 の 命 令 で ドイ ッ人 に割 り当 て られ た 地 域 は
,ノ ル マ ン

デ ィ ー,ブ ル タ ー ニ ュ で あ っ た。 パ リか ら ドイ ッ人 が 移 動 した コ ー ス は
,ヴ ェ

ル サ イ ユ ・ ウ ー ル 県 ・ カ ル ヴ ァ ドス県 ,マ ン シ ュ県,ま た ヴ ェル サ イ ユ,ウ ー

ル 。エ'ロ ワ ー ル 県,サ ル ト県 ,イ ル ・エ ・ヴ ィ レ ー ヌ県,コ ー ト ・デ ュ.

ノ ー ル 県 モ ル ビ ア ン県,メ ー ヌ ・エ ・・ ワ ー ル 県
,・ ワ ー ル ・ア ト ラ ン

テ ィ ッ ク 県 で あ る。 フ ラ ンス政 府 が 亡 命 者 に 提 供 した地 域 は
,ま さ に こ の地 域

で あ った。

i)ヴ ェ ル サ イ ユ か ら シ ェ ル ブ ー ル ま で

ヴ ェ ル サ イ ユ の あ る セ ー ヌ ・エ ・オ ワ ー ズ県 は
,パ リに近 い と い う こ と も

あ って ・ ドイ ツ人 亡 命 者 の 居 住 が 許 可 され て い る地 域 で は な い
。1851年 の 統 計

で は ベ ル ギ ー人990人,イ ギ リ ス人562人 ,ス イ ス 人384人 で,ド イ ッ人 の351

人 は4番 目 で あ る。1851年9月16日 の 滞 在 許 ・」証 を 要 求 し た 外 国 人664人

[A,3,x]の 統 計 を 見 る と,多 い 順 に い って,ベ ル ギ ー 人117人
,ス イ ス人77人,

ドイ ッ人52人,イ ギ リス 人36人 で ,ほ ぼ 二 っ の 統 計 は 一 致 して い る。 セ ー

ヌ ・エ ・オ ワ ー ズ県 の ドイ ッ 人 人 口 の 割 合 は
,比 較 的 高 い と も言 え る が,こ の

地 域 で 亡 命 者 に 関 す る資 料 は な い。

セ ー ヌ'エ ●オ ワ ー ズ県 の 西 隣 エ ヴ ル ー を 中 心 とす る ウ ー ル県 も
,ド イ ッ人

人 口 の 少 な い県 で あ る。1824年 の 統 計 で は エ ヴ ル ー(Evreux)に3人 の ドイ ッ

人 が い る以 外 は,ほ と ん ど イ ギ リ ス人 で あ る。1851年10月29日 の 統 計 で も

バ ー デ ン人 が2人 確 認 さ れ る ぐ ら い で あ る[A
,1,e。ii]。 しか し,1851年 の 統 計
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で は外 国人775人 の うち161人 で イ ギ リス人 につ い で2番 目に 多 い外 国 人 と

な って い る。1849年10月26日 に は,内 務省 よ りセー ヌ ・エ ・オ ワ ー ズ県への

亡命者 の移動を禁 止す る処置が下 され るが[A,3,e,i],そ の命令 が あ る とい う こ

とは,何 人 か の 亡命 者 が いた とい うこ とか。

ウ_ル 県 の 西隣 りカル ヴ ァ ドス県 の ドイッ人の割合 はきわめて少 ない。1851

年 の統 計 で は,全 外 国 人1146人 の うち イ ギ リス人555人,ベ ル ギ ー人102人,

ポー ラ ン ド人65人,ス ペ イ ン人53人,ド イ ツ人44人 の順 で,非 常 に少 な い。

と りわ け,政 治 亡命 者 に関 す る限 り,ポ ー ラ ン ド人 と スペイ ン人 の多 い地 区で

あ った[A,3,c].カ ー ン(Caen)が 亡命 者 に禁 止 されて いた と して も・この地域

での ドイッ人亡命者 の軌跡 は皆無で ある。

シェルブ_ル 港 の あ るマ ンシュ県 に関 して も,ド イ ツ人 は きわ め て少 な い。

全 外 国 人785人 の うち ドイ ッ人 はわ ず か36人 にす ぎな い。 多 くは イ ギ リス の

年 金生活者の隠居所 となって いる地域であ った。 もちろん,シ ェル ブー ルが あ

るので ア メ リカへの通過地 とな った 可能性 があ るが,当 時 シ ェル ブールか らア

メ リカへ 渡 る ものはほとん どいなか った。 したが って,グ ラ ンジ ョンが ア メ リ

カ に渡 れ な い ドイッ人たちの状態 に関す る資料が あると書 いて いるが,こ の こ

とは ど うい う意 味 な のか 理解 しが たいLB,11,p.520]。

パ リか らシェル ブ ール に か けて の地域 には,ド イ ッ人 が移 動 した形 跡 はわず

か にす ぎない。警察 の指導 に もかかわ らず,こ の地 域 に移住 す る もの は実 際 き

わ あて少 なか った としか考え ようがない。

ii)シ ャル トルか らブ リュ ター ニ ュ まで

シ ャル トルのあ るウー一ル ・エ ・ロワール県 は1851年 の統 計 に よ る と,比 較

的 ドイ ッ人 の割 合 の高 い県 で ある。全外国 人509人 中120人 が ドイ ッ人 で,一

番 多 い外 国人 とな って い る。 しか し,そ の事 実 が何 を意 味 す るのか を実証 す る

資料 はない。スペイ ン人 の亡命者 に関す る資料 は豊富 にある ものの[A,3,f],ド

イ ツ人亡 命 者 に関 して は ま った く存在 していない。 シャル トルはパ リか ら近 い

こともあ って,ド イ ッ人 亡命 者 が いて もおか し くないのであ るが。

とな りのサル ト県 も事情 は,同 じで あ る。1851年 の統 計 に よ る と,306人 の
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外 国 人 の う ち,ド イ ッ人 は50人 で ポ ー ラ ン ド人85人 に っ ぐ 人 口 で あ る
。 ポ ー

ラ ン ド人 が 多 い の は政 治 亡命 者 が 多 い せ い で あ る が
,1840年 代 ポ ー ラ ン ド人 は

ル マ ン(LeMans)を 中 心 と して50人 前 後 い た よ うで あ る[A
,3W]。1850年 代

に は ポ ー ラ ン ド人 政 治 亡 命 者 は25人 に ま で 減 少 す る が
,あ い か わ らず こ の 地

に ポ ー ラ ン ド人 は居 住 して い た
。 ポ ー ラ ン ド人 以 外 に も ス ペ イ ン,イ タ リア か

らの 亡命 者 が い た が,ド イ ツ人 の 亡 命 者 に 関 して は
,1840年 代 も1850年 代 も

記 録 され て い な い。

サ ル ト県 の 西 の メ ー ヌ ・エ ・ロ ワ ー一ル 県 に は
,1849年 以 後 の ドイ ッ人 の痕 跡

を 見 る こ と が で き る。 そ こ に は19人 の ドイ ッ人 が 援 助 金 を 受 け て い る こ と が

わ か る。 バ ・一デ ン人2人,バ イ エ ル ン人15人 ,ヘ ッセ ン人1人,プ ロイ セ ン人

1人 で,バ ー デ ン蜂 起 に参 加 した ドイ ッ人 た ち で あ る と思 わ れ る[A
,3,U。1851

年 の 統 計 で は,432人 の外 国 人 の 中,ド イ ッ人 は65人 で ポ ー ラ ン ド人
}ス イ ス

人,イ ギ リス人 の 次 で あ る。人 口 自体 の 中 に 占 あ る ドイ ツ人 の 割 合 は 少 な い が
,

バ ー デ ン蜂 起 後 の ドイ ツ 人 が
,こ の 県 に い た と い う こ と は,少 な く と も西 フ ラ

ンスへ 移 住 させ る と い う フ ラ ン ス政 府 の 目的 が
,達 成 さ れ て い た こ とを 意 味 し

て い る。 た だ ・ 彼 らが ・ 何 の 目的 で こ の地 に い た か は
,不 明 で あ る。

ロ ワー ル 側 の 河 口 の 都 市
・ ・ ワ ー ル ・ア トラ ンテ ィ ッ ク県 の ナ ン ト(Nantes)

に もバ ー デ ン蜂 起 に関 係 した 亡命 者 の 痕 跡 が あ る
。1849年11月4日 に は,ナ

ン ト県 庁 よ り ナ ン ト市 長 へ7人 の ドイ ッ人 政 治 亡 命 者 が ナ ン トに 入
っ て きた

こ と を 告 げ て い る[A ,4』 。 も っ と も彼 ら は,こ の地 に住 む わ け で は な く
,仮 の

滞 在 で あ り・ ア ン ジ ェ(Angers)に1缶Jか っ て い る.1851年 に1ま
,ド ゥー ブ県 か

ら・ 西 へ の ドイ ツ人 の 移 住 に 関 して ,9人 の ドイ ッ人 を ナ ン トに居 住 させ て く

れ る よ う に と要 請 が 来 て い る。 こ の こ とを 見 て も
,西 側 移 住 政 策 は,あ る程 度

行 わ れ て い た よ うで あ る。 も っ と も,ロ ワ ー ル ・ア トラ ン テ ィ ッ ク県 は
,1851

年 の 統 計 で は840人 の 外 国 人 人 口 の う ち78人 しか ドイ ッ 人 が 住 ん で お らず
,

充 分 移 住 策 が な され た の か ど う か わ か らな い 。

とす る と・ ドイ ツ人 は も っ と西 に行 っ た と い う こ と に な る が
,ど うで あ ろ う

か 。 ブ リュ タ ー ニ ュ の 中 心 レ ン ヌ の あ る イ ル ・エ ・ヴ ィ レ ー ヌ の 外 国 人 人 口
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658人 中(1851年)ド イ ツ人 は わ ず か14人 しか い な い 。 こ の地 域 は圧 倒 的 に イ

ギ リ ス人 が 多 く,ボ ー一ラ ン ド人 す ら少 な い の で あ る。1836年 の統 計 を 見 て も,

イ ギ リス人501人 に 対 し,ド イ ッ人 は わ ず か4人 で あ る[A,3,jユ 。 イ ギ リス人 は

ほ とん ど が サ ン ・セ ル ヴ ァ ン(St.Servan)に 居 住 し・ レ ン ヌ(Rennes)や サ ン

マ ロ(St--Maio)で は 外 国 人 人 口 臼体 が 少 な い。1849年 以 降 に 関 して は,ド イ ツ

人 亡 命 者 の 痕 跡 を 見 っ け る こ と は で き な い 。

ブ リュ タ ー ニ ュ の 中 の,コ ー ト ・デ ュ ・ノ ー ル 県,モ ル ビ ア ン県 は ど うで あ

ろ うか 。1851年 の統 計 で は コ ー ト ・デ ュ ・ノ ー ル県 は,全 外 国 人504人 中13

人(多 くはイギ リス人),モ ル ビ ア ン県 は全 外 国 人175人 中7人 で,ま っ た く ドイ

ツ人 の 数 は 少 な い 。 しか し,コ ー ト ・デ ュ ・ノ ー一ル 県 に は何 人 か の ドイ ッ人 が

送 られ て い る こ と は事 実 で あ る。1851年1月15日 の 東 フ ラ ン スの ナ ンシ ー か

ら の手 紙 に は,サ ン ・ブ リユ ー(SaintBrieuc)へ3人 の ドイ ッ人 を 送 る と 書 い

て あ る[A,3,d]。 しか し,モ ル ビア ンの 場 合 は ま っ た く痕 跡 が な い 。 た だ 唯 一

あ る の は,フ ラ ン ク フ ル トの 暗 殺 事 件 に絡 む も の で あ る[A,3,q]。 こ の フ ラ ン

ク フ ル トの 暗 殺 事 件 に 絡 む 文 書 は,各 地 に配 布 さ れ て い る。 た と え ば,コ ー

ト.デ ュ.ノ ー ル 県[A,3,d],ナ ン トli∫[A,4,f],エ ・ 一(Herault)県[A・3・i]・

ロ ワ ー ル(Loire)県[A,3,k],上 ソ ー ヌ県[A,3,v,i],な ど に も同 様 の 文 書 が あ

る。 これ を 見 て も分 か る よ う に け っ して 西 南 フ ラ ン ス とい うわ け で はな い 。 し

か し,西 南 フ ラ ンス へ この 文 書 が あ る と い う こ と は,フ ラ ン ス政 府 が 彼 らが,

一 日40サ ン チ ー ム の 援 助 を あ て に して 西 南 フ ラ ン ス に行 く 可能 性 が 高 い と判

断 して い る こ と を意 味 して い る。 フ ラ ン ク フ ル トの 暗 殺 事件 は,1848年9月18

日,シ ュ トル ー ヴ ェ の 第 二 次 バ ー デ ン蜂 起 の 直 前 に 起 こ っ た 事 件 で あ っ た 。 フ

ラ ン ク フ ル ト議 会 内 の 右 派 で あ っ た リ ヒ ノ フ ス キ ー(Lichn。wsky)(1814-48)と

ア ウ エ ル ス ヴ ァル ト(Auerswald,H.A.E.)(1792-1845)が,フ ラ ン ク フル トの 蜂

起 の 偵 察 で 暗 殺 さ れ た の が 事 件 の 内 容 で あ るが,こ の 事 件 を め ぐ っ て,プ ロ イ

セ ン政 府 は,犯 人 と さ れ る9名 の ドイ ッ 人,ブ シ ュ ヴ ァ イ ラ ー(Buschweiler,

P.),ゲ オ ル ク(Georg,D.),シ ェ ー フ ァ ー一(Schaefer,G.),ニ ス ペ ル(Nispel,A.

D.),エ シ ャ ー リ ッ ヒ(Escherlich,G.),メ ロ ー シ ュ(Melosch)兄 弟,ク リス チ
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ア ン(E.Christian),ボ ル ン(Born
,P.)が フ ラ ン ス へ 亡 命 した事 実 を 突 き止 め

,

執 拗 に彼 らを 追 う こ と に した わ け で あ る
。 彼 らの う ち,メ ロ ー シ ュ兄 弟 な ど6

人 は・す で に10月 ヴ ェ ル ダ ンで 逮 捕 さ れ て い た
。捕 ま っ て い な い の は残 り3人

で あ っ た。 しか し,最 終 的 に彼 らが 逮 捕 さ れ た の か
,さ れ な か った の か に っ い

て は不 明 で あ る。 パ リ以 西 地 区 に お け る ドイ ッ 人 の実 態 を 見 る と
,以 上 の よ う

に 当 初 政 府 が 意 図 した ほ ど移 住 した 形 跡 は な い
。 そ の 理 由 は,マ ル ク ス の よ う

に,移 住 を 覚 悟 す る な ら ア メ リカ,イ ギ リス へ 亡命 す る も の が 多 か った と い う

こ と で あ ろ う。 しか し,実 際 に は多 くの ドイ ッ人 が こ の地 域 を通 った 可 能 性 も

あ る。 しか し,定 住 者 が い な い と い う こ と は何 を 意 味 す る の で あ ろ う
。 お そ ら

く ドイ ッ人 亡 命 者 は ブ レ ス ト(Brest) ,ナ ン トか ら ア メ リカ へ 渡 っ た の で あ ろ

うか 。 ブ レ ス トは ル ア ー ヴル,ボ ル ドー に 次 ぐ ア メ リカ へ の港 で あ り
}ナ ン ト

に も ア メ リカ行 き の 船 が な か っ た わ け で は な いが[A
,1,b],し か し,ド イ ッ人

が ブ レス トや ナ ン トか ら出港 した と い う記 録 を 見 っ け る こ と は で き な い
。 あ る

い は・ ドイ ツ人 は 南 の ヴ ィエ ン ヌ(Viennes)県
,シ ャ ラ ン ト(Charente)県,ジ

ロ ン ド(Gironde)県 へ 下 っ た の で あ ろ うか
。

3)パ リ,リ ヨ ンか らボ ル ドーヘ

ドイ ッ 人 亡 命 者 は,フ ラ ン ス政 府 の意 図 に反 し て ロ ワ ー ル 河 周 辺 や
,ブ ル

タ ー ニ ュ・ ノル マ ンデ ィ ー に は,あ ま り向 か わ な か った が,パ リか ら ポ ワ チ エ

(Poitiers),ア ン グ レー ム(Angouleme) ,ボ ル ドー へ 至 る道 は ど うで あ っ た ろ う

か 。 ま た パ リ,リ ヨ ン,マ ル セ ー ユ と い う ドイ ッ人 職 人 の 巡 歴 地 の ひ と つ で

あ っ た リ ヨ ン周 辺 ・ま た マ シ フ ・サ ン トラ ル(Massifcentral)のIIJ岳 地 帯 は ど う

で あ った の で あ ろ う。

i)パ リか ら ボ ル ドー ま で

1849年 に 出 され た,ド イ ッ人 亡 命 者 た ち を 西 に 移 す と言 う文 書 は
,ヴ ィ ェ ン

ヌ県 に も届 い て い る。 た だ そ こ に は
,7月5日 に ス トラ ス ブ ー ル か ら ポ ワ チ エ

に 向 け て 一 部 の ドイ ッ人 が 出 発 した こ とが 記 さ れ て い て
,確 か に バ ー デ ン蜂 起

の 亡命 者 た ち が ポ ワ チ エ へ 移 住 す る とい う命 令 が あ っ た こ と を 証 明 す る証 拠 に
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な って い る。彼 らは,確 か に ポ ワ チ エ に 到 着 して い る。1849年7月 に ヴ ィェ ン

ヌ県 で 政 府 の援 助 を受 け て い る ドイ ッ人 政 治 亡 命 者 の 数 は,25人 と な って い る

[A,3,z,ii]。8月4日 に コル マ ー ル か ら も ドイ ッ人 が 移 住 して き て,全 体 で32名

に な っ て い る。 しか し,9月 以 降,少 しず つ そ の 数 は減 少 して い き,12月 に は

22人 に ま で 落 ち 込 ん で い る。 当 時 ヴ ィ エ ン ヌ県 で 支 払 わ れ た 援 助 金 か らみ る

と,多 く は ポ ー ラ ン ド人 向 け で あ る こ と が わ か る。 も と も と,ヴ ィエ ン ヌ県 は,

ポ ー ラ ン ド人 が 多 い 地 域 で あ っ た。1842年 の 状 況 を 見 る と,ポ ワ チ エ に 住 む 外

国 人168入 の う ちaポ ー ラ ン ド人 が65人 で か な りの 部 分 を 占 め て い た。 ドイ ツ

人 は 当 時 は6人 しか い な か った[A,3,z,iii]。1851年 の 統 計 に よ れ ば,全 外 国 人

527人 の う ち41人 が ドイ ッ人 で あ る の で,そ の 多 く は バ ー デ ン蜂 起 に 参 加 した

亡 命 者 で あ っ た可 能 性 が 高 い 。

ヴ ィ エ ン ヌ 県 の 南 の 県 シ ャ ラ ン ト県 は,1851年 の 統 計 で 見 る 限 り,ド イ ッ人

の数 は77人 と ヴ ィエ ン ヌ県 よ り も多 くな って い る。 た だ,こ の 県 に 関 す る限

り,こ の 人 ロ が バ ー デ ン蜂 起 の 関 係 者 で あ る こ と を示 す 史 料 は な い 。 も っ と も

1830年 代 の 史 料 を 見 る限 り[A,4,a],ス ペ イ ン人 亡命 者,ポ ー ラ ン ド人 亡 命 者,

イ タ リア 人 亡命 者 が 多 く,ド イ ツ人 は ま っ た くい な い の で,こ の 突 然 の 人 口 上

昇 は,ド イ ッ人 亡命 者 で あ っ た 可 能 性 は高 い と 言 え よ う。

ジ ロ ン ド県 につ い て は ど うで あ ろ うか 。 こ の地 域,特 に 貿 易 港 ボ ル ドー は昔

か ら ドイ ッ,特 に バ ル ト海 諸 国 と の交 流 が 深 く,シ ョー一ペ ンハ ウ ア ー(Schopen-

hauer)(1788-1861),ヘ ル ダ ー リ ン(Hoelderlin)(1770-1843)な ど多 くの 著 名 な ド

イツ人が訪れた都市であ鑑 ボル ドーのワインと北方の木材等 との交易を行

う ドイッ人商人 は シャル トロ ン(Chartron)と い う独 得 の商 人 を作 りだ し,18

世紀 に は常 時180人 程度 の居留 人 口を 保 って い た[B,7,p.9ユ 。 もち ろん,ド イ ツ

人 の商 人 の存 在 は,さ まざ まな ドイ ッ人職 人 を引 き寄せ る ことに もな りs人 口構

成 の 中 に は当然 職 人 な ど も含 まれ る ことにな る。 ボル ドーの ドイッ人 は15世

紀後 半 ぐらいに その起 源 が遡 れ るよ うであ るが[B,23,p.1],19世 紀前 半 に お い

て も ドイ ッ人 は,ス ペ イ ン人,イ ギ リス人,ポ ル トガル人 と並 ぶ主 要 人 口を 占め

ていて,600人 の中 の あ る程 度 は確 保 して い た と思 え る。ただ,ボ ル ドー地 域 に
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関 して は ・ ス ペ イ ンか らの 亡 命 者 が こ の 時 代 に は圧 倒 的 に 多 く,1832年 外 国 人

へ の 援 助 金 の 史 料 を 見 て も,303人 中284人 が ス ペ イ ン人 で あ る[A,3,h11]。

1845年1-5月 の パ ス ポ ー トで 見 て も,ス ペ イ ン人 が 圧 倒 的 に 多 い
。1851年 の

統 計 を 見 る と3693人 の 外 国 人 の う ち ス ペ イ ン人 が1658人 で も っ と も多 く,ド

イ ッ 人 は ポ ー ラ ン ド人 に つ い で3番 目 で,373人 で あ る。 こ の統 計 数 字 を 見 て

も ドイ ッ人 の 中 に ど れ ほ ど 政 治 亡命 者 が 入 り込 ん で い る の か は わ か ら な い
。 ジ

ロ ン ド県 の ドイ ッ 人 の 亡 命 者 に 関 して は
,史 料 的 に 充 分 判 明 しな い 部 分 が 多 い

が,ジ ロ ン ド県 に も,北 イ タ リア の政 治 亡 命 者 へ の ア ム ネ ス テ ィー に 関 す る ラ

デ ッ キ ー(Radetzky,J.)(1766-1858)の 文 書 や 9パ ラチ ナ の 政 治 亡 命 者 の 帰 郷 に

関 す る もの な ど が あ り,政 治 亡 命 者 が い た 可能 性 は高 い[A,3 ,h}]。 た と え ば,

バ ー デ ン蜂 起 の 参 加 者 の う ち
,ボ ル ドー へ 来 た も の は ギ ー セ ン人 学 教 授 ヨゼ

フ ・ヒル ブ ラ ン ト(Hillebrand)(1788-1871)の 息 子 カ ー ル ・ヒル ブ ラ ン ト(1829

-84)で あ る
。 彼 は ラ ー シ ュ タ ッ トの 牢 獄 か らパ リへ 脱 走 し,ハ イ ネ の 助 手 を し

て い た が ・1850年 ボ ル ドー に や っ て 来 て い る。 や が て 彼 は フ ラ ン ス で 人 学 教 授

へ の道 を 歩 む。政 治 亡 命 者 の 中 で は破 格 の 出 世 者 の ひ と り と な る[B
,7,p.188f]。

同 じ1850年3月16日 に は 作 曲 家 リ ヒハ ル ト ・ヴ ァ グ ナ ー(Wagner)(1$13-$3)

が ボ ル ドー を 訪 れ て い る[B,7,p,175]。 政 治 亡 命 者 と 謡え ば ,1839年 か ら1840

年 に は,革 命 家 ハ ロ ー ・ハ リ ン クが ボ ル ドー に 住 ん で い た 。 も っ と もそ の 当 時

の 彼 は 画 家 と して 認 知 さ れ て い た が[B,7,P.180]。 そ の ほか ,マ ル ク ス と の 関 係

で は この 都 市 に はyマ ル ク ス の次 女 と結 婚 す る こ と に な る ポ ー ル ・ラ フ ァル グ

(Lafargue,P,)(1842-1911)が1851年 に9歳 で リセ に 入 学 す る た あ キ ュ ー バ か ら

や って き て い る。 ま た,『 資 本 論 』 を フ ラ ンス語 へ 翻 訳 した ロ ワ(Roy)(183D-

1916)も ボ ル ドー近 郊 の 出 身 で あ っ た[B,7,pp,216-219]。

ボ ル ドー へ 至 る地 域 に は,あ る程 度 の ドイ ツ人 亡 命 者 の 名 を 発 見 す る こ とが

で き た が,し か し,そ の 数 も け っ して 多 くは な い。 こ れ ら の地 域 に は,主 要 な

亡 命 者 も あ ま り い な い 。 ボ ル ドー か ら ア メ リ カ へ 渡 る人 数 は,1830年 代 ほ ぼ

2000人 程 度 で あ り[A,1,b],こ の 中 に ドイ ッ人 亡命 者 が い た ・'J能性 もあ るが
,

確 定 は で き な い。
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ii)リ ヨ ン周 辺

リヨ ンと ドイ ッ人 との関 係 は深 い。 まず,ス イス,パ リ,マ ルセ ー ユ とい う

ドイ ッ人職 人 の遍歴 コースの一つで あること,ま た,ス イ スに非常 に近 く,イ

タ リア人 亡 命者,フ ラ ンス人 亡命者 との接 点 と して この都市 の存在 も大 きいか

らであ る。 ジュネー ヴか ら追放 された人 々は,ま ず ア ン県 を通 って リヨ ンに入

る ことになる。

ア ン県 には,ス イ スの ドイ ッ人 た ち に関す る史料 がい くっかある。た とえば,

1842年1月13日 警 察 は,国 境 の町 ゲ クス に,ヴ ァイ トリンクが ジュ ネー ヴで,

義 人 同盟 の機 関誌 『ドイ ッ青 年 の救済 の声』 を編集 してい ることを報告 してい

る し,1841年12月25日 に はヘ ル マ ン ・デ ー レケが ジュネー ヴの印刷所で義人

同盟 の雑誌 『ドイッ青年救済 の声』 を印刷 してい ることな どを報告 している。

こう した文書 は,フ ラ ンス人 の共 産 主義 者 と ドイ ッ人の共産主義者 との関係 が

ジュネー ヴ,リ ヨ ン,パ リの間 に あ る とい う ことを警 察が探知 してい ることか

ら出て きた ものである。 この トライア ングルは,1848年6月 蜂 起,そ の翌年 の

6月13日 の蜂 起 の時 も問 題 にな る。 多 くの急進主 義者 や,共 和 主 義 者 が この

コー スを通 って スイ スへ と入 って行 くか らである。 またスイスか ら追放 されて

ルァーヴルへ向か う ドイッ人亡命者 の}一 ス と もな るか らで あ る。1851年 に ゲ

クスを通 過 して,ル ァ ー ヴル へ向 か う ドイ ッ人 に関す る史料があ るが,こ れ に

よ る と計5名 の ドイ ッ人 が こ こを通過 して いる[A,3,a]。 したが って,少 な く

と も ドイ ッ人 の ル アー ヴルへの コースの一っであ ったことは間違 いないであろ

う。1851年 の統 計 に よる と,ア ン県 に は5956人 もの外 国 人 が い る こ とにな っ

て お り,そ の ほ とん どが イ タ リア人 で3486人 で あ る。 次 が スイ ス人880人 で,

ドイ ッ人 は146人 で あ る。 全 体 の割 合 で は け っ して多 くないが,146人 とい う

数 字 自体 は け っ して少 な い数で はない。

リヨンには,ド イ ッ人 の秘 密結 社 が い くっ か存在 した。 そのため,ド イ ッ人

も1830年 代 か らか な り の 数 い た は ず で あ る。1830年 代 の ドイ ッ人 人 口 は

13000人 の外 国 人 の うちの あ る程 度 を 占めていることがわか る。1851年 にお い

て もロ ー ヌ県 の外 国 人 人 口14855人 の うち ドイ ツ人 は968人 で全 体 の比 率 は低
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い も の の,か な りの 数 の ドイ ッ人 が い る こ と に な っ て い る。1849年 に は ,リ ヨ

ンに 滞 在 を 求 め る ドイ ッ人 が 急 激 に増 え て い る こ と が わ か る[A ,4,d,ii]。 パ ス

ポ ー トの 請 求 者 か ら,リ ヨ ンの 滞 在 者 が ど こへ 行 っ た か を調 べ る と,第1位 が

パ リ,第2位 が マ ル セ ー ユ で あ り,国 別 で み る と ス イ ス,サ ヴ ォ ワが 多 い こ と

が わ か る。 す な わ ち,リ ヨ ン は,マ ル セ ー ユ と パ リを結 ぶ 要 衝 で あ る とい う こ

と と,ス イ ス と パ リを 結 ぶ 要 衝 で あ る と い う こ と を この 史 料 は証 明 して い る わ

け で あ る[A,4,d,ii]。 リ ヨ ンの 史 料 の 中 で 目を 引 くの は,エ ヴ ァ ー ヴ ェ ク に関

す る も の で あ る。 エ ヴ ァ ー ヴ ェ ク が1846年 に パ リか ら リ ヨ ン,モ ン ペ リエ

(Montpelier)へ の パ ス ポ ー トを 取 り,ゴ ー チ エ(Gauthier)の と こ ろ に 行 くこ と

に な っ て い る プ ル ー・ド ンに,会 い に 行 くの で は な い か と い う もの で あ る(1846

年11月23日)。 こ の ドイ ッ人 共 産 主 義 者 と フ ラ ンス 人 急 進 派 との っ な が り は,

プ ロ イ セ ン も当 時 関 知 して い て,ド イ ツ人 仕 立 て 職 人 と の 関 係 が あ や しい と に

らん で い た。 そ して,リ ヨ ン に住 ん だ こ と の あ る マ ル ク ヴ ァ ル ト(Marckwald)

な る 人 物 を マ ー ク し て お り,彼 ら と エ ヴ ァ ー ヴ ェ ク,仕 立 屋 のA .ベ ッ ク

(Beck)と の 関 係 に 関 心 を も っ て い た[A,5,a,ii]。 当 時 リ ヨ ンに あ った ドイ ッ人

共 産 主 義 同 盟 は,ほ ぼ 仕 立屋 に よ って な り た って お り,こ の あ た り との 関 係 で

あ っ た 可能 性 は あ る[A,5,iii]。 エ ヴ ァー ヴ ェ ク と プ ル ー ドン と の 関 係 は オ プ マ

ンが す で に指 摘 して い る よ うに,知 られ て い る こ と で は あ る が[B,13 ,PP.54s

561][B,14,PP。78-119],こ の 出 会 い に つ い て は 言及 さ れ て は い な い。 こ の エ

ヴ ァ ー ヴ ェ ク と プ ル ー ド ンの っ な が り は,マ ル ク ス と プ ル ー ドン の1846年5

月 の 書簡 に よ る決 裂 の後 で あ り,パ リの 義 人 同 盟 の 方 が,ブ リュ ッセ ル の 共 産

主 義 通 信 委 員 会 よ りプ ル ー ドン と の 関 係 が う ま くい って い た と い う こ とを 意 味

して い る の か も しれ な い。 た だ し,こ の 関 係 も,フ ラ ン ス人,ド イ ッ 人,イ タ

リア 人 と ス イ ス と い っ た国 際 的 組 織 と の 中 で 考 え るべ き こ と で あ ろ う。 な ぜ な

ら,彼 は リ ヨ ンか らス イ スへ 向 か い,モ ンペ リエ に 行 って い る よ うだ か らで あ

る。1849年 以 後 に つ い て は充 分 な 史 料 が 存 在 しな い 。1851年8月 に,ド イ ツ人

や ポ ー ラ ン ド人 が 特 別 の 許 可 が な い か ぎ り東 の 県 に 向 か わ な い よ う に,ま た パ

リに 向 か わ な い よ う に と い う内 務 省 の 命 令 が ロ ー ヌ県 に も出 され て い る が,こ
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れによ って リヨンに ドイ ッ人 亡命者 がいた可能性 はあ るといえよ う。

リヨンか ら向か う都市の第3位 は,サ ン ・テ チ エ ンヌ(SaintEtienne)で あ

る。 サ ン ・テ チ エ ンヌは,リ ヨンの南西 に あ る都 市で あ る。 フラ ンス最初 の鉄

道 を山沿 いに上 って行 った ところがサ ン ・テチエ ンヌであ る。 サ ン ・テチエ ン

ヌのあるロワール県 は,1830年 代 か ら ドイ ッ人 の多 い地 区 で あ った。1851年 の

統 計 を見 て も,1063人 の外 国 人 の うち213人 が ドイ ッ人 で,イ タ リア人322人

にっ ぐ人数 で あ る。 しか し,こ の地 域 で ドイ ツ人 亡命 者 に関 す る統計 的史料 は

皆無 であ る。残 されてい る史料 は,1849年9月28日 の シ ュパ イヤ ー(Speyer)

か ら出 され たパ ラチ ナへ帰 郷 す る ドイッ人 に関す るもの とフランクフル ト暗殺

事件の文書 ぐらいの ものであ る[A,3,k]。 ドイ ツ人 が これだ けい るの で あ るか

ら,お そ ら くバ ーデ ン蜂起 後 逃 れ て きた もの もいた と思われ るが,そ の実 態 は

不 明で あ る。

ア ン県,ロ ー ヌ県,ロ ワー ル県 を あ わせ る と ドイ ッ人 は1000人 近 くで あ る。

この数 は,西 南 フ ラ ンスに比 べ て か な りの 数であ る。 その数 が,政 治 亡 命者 と

ど う関係 して い るか,正 確 に は掴 めな いが,か な りの数 政 治亡 命 者 が い た と思

わ れる。

iii)マ シ フ ・サ ン トラル に か けて

サ ン ・テチエ ンヌを西へ進 む とク レルモ ン ・フェラン(ClermondFerrand)

が あ る。 こ こは ピュ ・ド ・ ドー ム(PuydeDome)山 のす ぐそ ば にあ る都 市 で,

こ こか ら西 へ行 くと石灰 質 の高原 であ るマシフ ・サ ン トラルの山々が続 く。 中

央山塊 と呼ばれ るのはこの地域で あ り,こ の時 代 フ ラ ンス各地 に石職 人 を出 し

ていたのが,こ の地 域 で あ った。石職 人 の遍 歴 につ いては,ペ ル グ リェ(Pergu-

lier),ナ ドーの 本か ら多 くの事 が分 か って いるが,最 近 の19世 紀 の フ ラ ンス内

部 にお け る人 口移動 の研究の典型的 な地域 として,研 究 が も っと も進 ん で い る
(19}

地 域 で も あ る。 した が って,出 て 行 く人 口 が 多 くSあ え て この 地 域 に侵 入 して

く る人 々 は少 な か った と言 え よ う。

ピ ュ ・ ド ・ ドー ム 県 の1851年 の 外 国 人 人 口423人,そ の う ち ドイ ッ人 は わ

ず か32人,も っ と も多 い の が イ タ リア 人yス ペ イ ン人,ポ ー ラ ン ド人 で あ る。
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しか し,こ の わ ず か な ドイ ッ人 の 中 に2-3名 の 政 治 亡 命 者 が い て ,援 助 を 受

け て い る の で あ る[A,3,s]。 ドイ ッ 人 亡 命 者 が,サ ン ・テ チ エ ンヌ よ り西 に行 っ

て い た こ と は,こ の 史 料 か らわ か る。

中 央 山 塊 に な る と,各 地 に残 る ドイ ッ人 関 係 の 史 料 は ほ と ん ど な い 。1851年

の統 計 で 見 る限 り,カ ン タ ル(Cantal)県 は 全 外 国 人 人 口747人 の う ち ドイ ッ人

77人,上 ヴ ィエ ン ヌ県370人 中30人,コ レー ズ(Correze)県209人 中17人 ,

ク ル ー ズ(Creuze)県291人 中52人,ド ル ドー ニ ュ(Dord・gne)県683人 中46

人,ア ヴ ェ ロ ン(Aveyron)県335人 巾24人,あ る程 度 の ドイ ッ人 が い る こ と

に気 付 く。 ま た この 地 域 に は,け っ して 多 い数 と は 言 え な いが,ス ペ イ ン人 ,

ボ ー一ラ ン ド人,イ タ リア 人 の 政 治 亡 命 者 も入 植 して い た 。 これ は政 治 的 な意 図

で もあ り,1830年 代 に入 植 して行 った[B,40,17-22]。 中 央 山 塊 も南 部 に あ る ケ

ル シ ー(Quercy)で は}鉄 道 建 設 の た め に1840-50年 に か け て ドイ ツ人 を 含 む

外 国 人 労 働 者 が 多 く雇 用 さ れ て い た[B,40,p.39]。 しか し,彼 らが ドイ ツ人 政 治

亡 命 者 で あ っ た か は は っ き り しな い。

ドイ ツ人 政 治 亡 命 者 が,中 央 山 塊 の 方 ま で 来 た こ と は,お そ ら く鉄 道 工 事 の

関 係 か ら可 能 性 が 高 い が,実 証 は か な り困 難 で あ る。

4)パ リ,リ ヨンか らマ ルセー ユ,ア ル ジ ェ リアヘ

マ ル セ ー ユ は,1830年 代,リ ヨ ンに 匹 敵 す る 中 心 の一 つ で あ っ た と 言 わ れ て

い る。1840年 代 に は,マ ル セ ー ユ に は リ ヨ ン と同 じ く青 年 ドイ ツ派 の ク ラ ブ,

ドイ ッ共 産 主 義 者 同 盟 が あ っ た 。 少 な く と も,マ ル セ ー ユ は ドイ ッ人 亡 命 者 に

と って 重 要 な基 地 で あ った こ と は 確 か で あ る。1845年9月11日 の 『コ ンス チ

ツ シ ョネ ル ・ヌ シ ャ トロ ワ』(ConstitutionelNechatlois)が,青 年 ドイ ツ ク ラ ブ は

ス イ ス各 地 に あ り,フ ラ ンス で も ス トラ ス ブ ー ル と マ ル セ ー ユ に あ る と書 い て

い た[A,5,a,ii]。 した が っ て,ド イ ツ人 亡 命 者 の流 れ と して,リ ヨ ンか ら南 下

し,マ ル セ ー ユ へ 向 か う と言 う流 れ が 考 え られ る は ず で あ る。

リ ヨ ンか ら マ ル セ ー ユ に 向 か う に は,ド ロ ー ム(Drome)県 を と お り,ヴ ォ ー

ク ル ー ズ(Vaucluse)県 に至 る。 ドロ ー ム 県 は1851年 の 統 計 で は,1234人 中78
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人の ドイ ッ人がお り,ヴ ォー クル ー ズ県 は,1544人 中79人 の ドイッ人 が い る。

両 県 と もけ っ して多 い数 で はない。 ヴォー クルー ズ県 の通過人 口,定 住人 口の

統 計 を見 る と,サ ヴ ォア人 が109人 で もっ と も多 く,ス ペ イ ン人45人,ポ ー ラ

ン ド人42人 で,ド イ ッ人 は14人 で あ る[A,3,y]。 しか し,彼 らが政治 亡命 者

で あ るか ど うか は不明であ る。また,ヴ ォー一クル ー一ズの隣 の ガー一ル(Gard)県 に

も ドイ ッ人 政 治 亡 命者 に関 す る史料 は存在 しない。 ガール県 には1851年 の統

計 で はll1人 もい るので あ るが,亡 命 との関 係 は明確 で はな い[A,3,g]。 しか

し,モ ンペ リエの あ るエ ロー県 に は,ド イッ人政 治亡 命 者 に関す る史 料 がある。

た とえば,モ ンペ リエで医 学 を学 び た い とい う亡命者 が数人 い る[ん3』 。いず

れ も東 のモ ーゼ ル,ム ル トな どの県 か らの移 動 で あ るが,た ん な る命 令 に よ る

移 動 で はな く,こ の機 会 にバ ー デ ン蜂 起 に よ って失われた就学 の機会 をモ ンペ

リエで取 り戻そ うと考 えてい る点 で注 目すべ き移動であ る。政治亡命者 の巾に

は うま く機会を利用す ることので きた学生 もいたので ある。 もち ろん彼 らの中

にはすでに学位 を もっているもの もお り,単 な る就 学 で はな く職 業 を探 す ため

の もので あった可能性 も大 きい。 いずれ に しろ ドイッ人政治亡命者 がモ ンペ リ

エまで来 た ことは確かであ る。モ ンペ リエよ り先に関 しては,1851年 の統 計 を

見て も,ド イ ッ人 の数 は少 な い。 トゥール ーズ(Toulouse)に 関 して も,47人 し

か い 罫.こ の ガ ス コ ー ニ ュ(Gasc。gne)地 九 ラ ン グ ド ッ ク(Langued・c)地

方 で 一 番 多 い 政 治 亡 命 者 は ス ペ イ ン人 の 亡 命 者 で あ る。 ス ペ イ ンの 政 治 亡 命 者

は,1823年 か ら1833年 の 間 に フ ラ ン ス に来 た も の が 多 い 。13000人 に の ぼ る ス

ペ イ ン人 が フ ラ ン ス へ 逃 れ て く る が,と くに 多 くの ス ペ イ ン人 は トゥ ー ル ー ズ

近 辺 の 諸 県 で あ っ た 「B,8,p.22]。

ブ ー シ ュ ・ ド ゥ ・ロ ー ヌ(BoucheduRhone)県 の1851年 の 統 計 を 見 る と,

21434人 もの 外 国 人 が い る こ と に な って い る。 そ の 数 は パ リの あ る セ ー ヌ県

60000人 に っ ぐ数 で あ る。 しか し,そ の 大 半 は イ タ リア か らの 亡 命 者 や 労 働 者

で あ り,そ の 数 は17624人 で あ る。 ドイ ッ 人 は,425人 で,か な り少 数 で あ る。

ドイ ッ人 亡命 者 が マ ル セ ー ユ に 来 る理 由 は,ア ル ジ ェ リア へ 行 く こ と しか 考 え

られ な い が,そ う した ドイ ツ人 に 関 す る 史 料 は ま っ た く見 あ た ら な い の で あ
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る。 そ の 理 由 は,ア ル ジ ヱ リア へ 行 く亡 命 者 に 関 して は各 県 に,マ ル セ ー ユ で

は な く ッ ー ロ ン(Toulon)港 へ 行 くよ うに 指 示 さ れ て い た か らか も しれ な い 。

そ こ に は も しマ ル セ ー ユ に 行 け ば 乗 る船 が 少 な い で あ ろ う と い う注 意 書 きが 掲

げ られ て もい た か ら,な お さ らマ ル セ ー ユ へ 向 か う も の は な か っ た か も しれ な

い(1848年12月8日[A,3,e,i])。1849年5月12日 に は,ツ ー ロ ン地 区 の 滞 在 は

外 国 人 亡 命 者 に禁 止 され て い る。 ア ル ジ ェ リア の 外 人 部 隊 へ の ドイ ッ人 亡 命 者

の 派 遣 は,西 フ ラ ン スへ の 移 動 と ほ ぼ 同 じ時 期 に 考 え られ て い た 〔B,28,Jg.13,

S.3741。 ア ル ジ ェ リア の 外 人 部 隊 の 集 合 地 は ナ ン シ ー で ,そ こで 徴 兵 が 行 わ れ

て い た[B,28,,fig.13,S.375。1845年 の ナ ン シ ー か ら出 さ れ た パ ス ポ ー トの 行 き

先 を 見 る と,ア ル ジ ェ リア が,北 ア メ リカ299人 に っ ぐ293人 で,約 半 数 が ア

ル ジ ェ リアへ 向 か っ て い る の で あ る[A ,3,0ユ。 しか し,1847年 ま で 半 数 を 占 め

て い た ア ル ジ ェ リア行 きが,1848年 に は10%強 へ 激 減 して い る。1849年 は こ

れが10%以 下 に減 って い るの で あ る。 したが って,ア ル ジ ェ リアの外 人顯 薩 ヘ

ドイ ツ人 が派遣 されたのか どうか統計的 には充分証 明で きない。 アル ジェ リア

に向か った ドイ ッ人 は,す べ て マ ル セー ユ や ツー ロ ンか ら出発 したわ けではな

い。 ルアーヴルまで来 て,ア メ リカへ渡 る資 金 が尽 きた もののなか には,ア ル

ジ ェ リアへ渡 る もの が い たか らである。 アル ジェ リアへ入植 した ドイツ人 たち

は1855年 まで に10000人 に も上 って いた[B,21,P.23]。

南 フラ ンスにお け る ドイ ッ人 た ちにつ いて言え ることは,比 較 的少 な い と い

う こ とで あ る。 アル ジェ リアの外人部隊や,医 学 生 を 除 けば,あ ま りい な い と

い って もよ いで あ ろ う。本来 この地域 にはイ タ リア人や,ス ペ イ ン人 の政 治 亡

命者 が多 く,ド イ ッ人 に と って都 合 の良 い場 所で はなか ったとい うことであろ

う。 マルセ ーユの ドイッ人秘密結社 もすで に この当時 は力を失 って いた と言え

る。

、」ノ 括

1848年 革 命 の結 果,フ ラ ンス に お け る ドイ ツ人 は,結 局 激 減 す る こ とに な

る。 革 命 前 は ヨー ロ ッパで もっと も多 く ドイ ッ人をかかえ,さ らに そ の活動 の
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急進 性で も群 を抜 いていた フラ ンスがT革 命 に よ る ドイ ッへ の帰還,そ の敗北

に よ る イギ リス,ア メ リカへ の 亡命 に よ って,フ ラ ンスで は,ド イ ッ人 の数 自

体 の減 少 とy急 進 的 な活 動 家 の消 滅 が生 じ,フ ラ ンス的革 命論 や,フ ラ ンス的

社 会 主義 自体 が,も はや ドイ ッ人 の魅 力 を捉 え る ことはな くなる。

1848年 革 命 で も っ とも主体 的 な活躍 を した もの は,3月 の最 初 の革 命 は別 と

して,革 命後 ドイ ツ に帰 った 亡命 者 で あ った と思 われ る。その思想,そ の国 際

的連 絡 網,そ の過 激 さ,い ず れ にお いて も,亡 命 者 を抜 きに語 る こ とはで きな

い問題 であ る。 ドイ ッで革命が失敗 したの は,ブ ル ジ ョア の弱 さが原 因 で あ る

とい う通説 があるが,そ もそ も ブル ジ ョア に革命 へ の意志 が どれ ほどあ ったか

自体が疑問であろ う。バ ーデ ン蜂起 の最後 の激 戦地 ラーシュタ ットは民主主義

の聖地 とされているが,そ の蜂 起 の主体 は,あ くまで もス イ ス,フ ラ ンスか ら

きた 亡命 者 たち で,ブ ル ジ ョア 自身 の主体 性 が ど こまであ ったのか,多 い に疑

問 で あ る とい うこ とにな れば,一 体1848年 革 命 とは何 で あ ったの で あ ろ う。お

そ らく,1年 半 にわ た る革 命以 後 の構 造 的 な改革 において,そ の 中心 をな して

いた の は,亡 命者 を 中心 とす る職 人,学 生 な どの 力 で あ り,そ の ア ジテ ー シ ョ

ンで あ った 可能性 が高 い。 フラ ンスの臨時政府 自身,ド イッ人 亡命者 を唆 し,

ドイ ッへ の革 命 の波 及 を戦 略 と した こと も事実であ る。結局,1840年 代 の急進

的 な 亡命者 たち だ けで な く,彼 らの声 に触 発 され た多 くの もの も,亡 命 の道 を

選 ば ざ るをえ な くな る のである。

ただ革命 前 と違 って いた ことは,亡 命 す べ き国 は,ス イ スや フ ラ ンスで はな

く,イ ギ リス,ア メ リカで あ った ことは革 命 を より過去の ものと して しま うこ

とにな ったと思 われ る。 その後,こ う した革 命 を 亡命 者 が輸 出す る可能性 はな

くな るが,そ れ と同時 に,優 柔 不 断 と され るブ ル ジ ョア は,革 命 を経 る こ とな

く革 命 に匹敵 す る構造変革を行 うことにな る し,未 発 達 とされ た労 働 者 自身 も

労働 者 組織 の平和的な展開 を望むよ うにな る。 もと もと,革 命 前 の フ ラ ンスの

ドイ ツ人 亡命者 たちで さえ,革 命直 前 の時期 に な る と革 命 的 冒険主義 よ りも,

労 働者 救 済 の団体 へ と傾 きか けていたので あったが,2月 革 命 と連 鎖 的 に生 じ

た3月 革 命 とい う偶 然 ので き ご とに よって,再 び革 命 的 冒険 主義 に変 わ って し
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ま った とい う問題 があ った。 とすれば,革 命 とは一 体 なん で あ った のか ,ま た

何 を生 み 出 した の か,冷 静 に考 えて いか ね ばな らな い問題 であろ う。 フランス

にわずか に残 った ドイッ人亡命者 たちも,結 局 パ リや東 フ ラ ンスか ら西 南 フラ

ンスへ移住 させ られ,そ の過 激 さを失 い,革 命 の輸 出 ど ころか,イ ギ リスや ア

メ リカの急 進 派 との連絡 す らで きな くなる。 もはやs悪 しき革 命i社 会 主義,

共 和 制 な どの急進 的思 想 を持 ち運ぶ媒体であ る亡命者 は,大 陸 か ら消滅 す る こ

とにな るので ある。

注

(1)革 命崩壊後,政 治亡 命者以 外 に も多 くの ドイ ッ人 が ア メ リカへ移 民 した。 その

数 はバ ーデ ンで す ら8万 人,人 口の ほぼ …割が国 を去 った ことにな る(Leipziger

IllustriertenZeitung,1$50)[B,3,S.407

(2)ド イ ッ人軍 団 がバ ーデ ンへ 乗 り込 む頃 にな ると,軍 団 の数 は激減 し500人 ぐ ら

い にな る。お そ らく,意 気込 んで参加 したパ リの職 人 た ちの中 には,暴 力沙汰 に巻

き込 まれ る ことを避 けた もの も大勢 いたよ うで あ る。

(3)ア ム ステル ダムの社会 史国際研 究所 には,ヴ ィリッピコ レクシ ョ ンがあ る。 所

蔵 されて い る史 料 は ブサ ンソ ンの コロニ ーの名簿,ブ イ リップ ・ベ ッカ ーへの 手

紙 プ フ ァル ッ,バ ーデ ンの帝 国憲法 キ ャンペ ー ンに関 す る もので あ る[A,7]。

(4)ア ム ステル ダムの ヴ ィ リッヒに関す る史料 は,す で に,オ バー マ ンに よ って使

用 され て いるIB,30]。 彼 はその中で,職 業別,出 身別 に名簿 を分 析 し,詳 しい数

字 をあ げて いる。

(5)ス トラ スブー ルを含 め,フ ラ ンスの国境 地域 に は何人 か の ドイ ッ人 が居住 して

いた。 カール スル ーエ[A,5,C]の 史 料 に よれ ば,1848年 一1849年5月 まで52人

が調査,報 告 されて い る。 しか し彼 らは西へ移動 させ られ た 可能性 が高 い。

(6)こ の史料 に は,ス トラスプール周辺 に滞在 した ドイッ人 亡命 者44名 が,掲 載 さ

れて い るが,別 の 史料 で は ラ ヴォー はサル デ ィニ アの港 か らイギ リスへ 向か うパ

スを もってい る とも書 かれ てあ る[A,5,c]。

(7)1974年 の6月26日 ラー シュ タ ッ トの博物 館 の開 会 の際 当時 西 ドイ ツの大統

領 だ った グス ター フ ・ハ イネマ ンは,ラ ー シュ タ ッ トで の民 主主義 の抵 抗 を高 く

評価 して いる[B,9,S.7ff]。1945年 か ら始 ま る西 ドイ ツの民 主主義 の萌 芽 を こ こ

に求 め よ うとす る視 点 で あ るが,そ の後バ ーデ ン蜂起 の研究 が増 え て きて いる こ

とはそ う した傾 向 の現 れ であ ろ う[B,32]。

(8)ラ ー シュタ ッ ト占領 後 開かれ た裁判 で,20人 の死刑 が確定 し,そ の うち19人 が

処刑 され た。減 刑 され,ア メ リカへ 亡命す ることにな るのが,コ ル ヴ ィンで あ る。
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最 初 の処 刑 は8月7日 で,処 刑 さ れ た の は ラ ー シ ュ タ ッ トで 新 聞(Festungsbote)

を発 行 して い た エ ル ゼ ンハ ウ ス(Elsenhaus,E・)(1815-49)で あ った ・処 刑 は10

月20日 ま で続 け られ た が,現 在 ラー シ ュ タ ッ トの 町 に,そ の記 念 碑 が あ る[B,9,

SS.30-35]o

(9)警 察 の捜 査 を調 査 した ル ー ピ ーパ ー に よ る と,1848年 一1853年 の ドイ ッ の政 治

亡 命 者 の うち も っ と も多 い の が プ ロ イセ ン出 身 でaバ ー デ ン,ヴ ュ ル テ ンベ ル ク

が そ の次 に来 て い るが[B,37,S,344],こ れ は あ くま で も警 察 の調 査 で あ り,警 察

力 の 強 い ベ ル リ ンが 中 心 に な らざ る を え な い。 そ の職 業 的 内訳 で も,織 布 工 や タ

バ コ労 働 者 が 多 くな って い るが[B,37,S.349],こ れ も当 然 ベ ル リ ンを 中 心 と した

もの で あ っ た と思 わ れ る。なぜ な ら,こ う した職 種 は,ス イ ス に亡 命 した人 々 の 主

要 な職 種 で はな い か らで あ る。

(10)バ ー デ ン蜂 起 に関 す る ア ル ヒ ー ブ の 史料 は,ド イ ッ で は カ ー ル ス ル ー一工[A,5,

c],メ ル セ ブル ク[A,5,a,i],ヴ ィー スバ ー デ ン[A,5・d]・ ドレ ス デ ン[A,5,b]

な ど に あ るが,こ れ らにつ い て 筆 者 は…一応 調 査 は し た が,ま だ ウ ィー ン,フ ラ ンク

フル ト,ダ ル ム シ ュ タ ッ トな ど い くつ か は調 査 を して い な い と ころ が あ る の で ・

史料 的 に 重 一要 な もの が抜 け落 ち て い るか も しれ な い 。

(11)1849年7月16日 出 され た追 放 令 は,次 の よ うで あ った 。 「1)ラ イ ンバ イ エル

ン,バ ー デ ン大 公 国 の新 しい蜂 起 に参 加 した政 治 ・軍 事 指 導 者,そ の ほか の 一1モ要

な指 導 者 で,ス イ ス に や って きた もの1ま,す ぐに ス イ ス領 内 か ら追 放 さ れ る・2)

a)そ れ に該 当 す るの は,暫 定 政 府,そ の他 の 参 加 者 で あ る もの,た とえ ば,ッ ィ ー

ツ(Ziz),ブ レ ン タ ー ノ,シ ュ トル ー ヴ ェ,ゲ グ,ヴ ェル ナ ー(Werner)・ フ ィ ク

ラー 。b)軍 事 的 指 導 者,た と え ば ミエ ロ ス ラ フ スキ ー,ジ ー ゲ ル,ド ル,メ ル ゼ

イ,ブ レ ンカ ー(Blenker),ヴ ィ リ ッ ヒ,メ ッテ ル ニ ヒ。c)蜂 起 した 政 府 や 軍 で

高 い,影 響 力 の あ る地 位 に い た そ の 他 の 人 々。 そ の 名 に っ いて はや が て スイ ス連

邦 議 会 に知 らせ られ るで あ ろ う。3)さ らに ス イ ス領 か ら15日 の 回 覧状 で 述 べ ら

れ て い る,ハ イ ンツ ェ ン,ネ フ(Neff,Fr.),レ ー ヴ ェ ン フ ェル ス・ テ ィ}一ル マ ン

(Thielrnann,G.)や,1848年9月 の バ ー デ ン蜂 起 に参 加 した ものす べ て」[B,20,

S.54]

(12)オ バ ー マ ン も この 史 料 をす で に使 って い る[B,30,s.143]。

(13)カ ー ル スル ー エ の 史 料 は,「1849年 か ら1853年6月 まで ス イ ス か らバ ー ゼ ル,

フ ラ ンス を 通 って イ ギ リス,ア メ リカ な どへ 向 か っ た バ ー デ ンの 亡 命 者 の リ ス ト」

で,約350人 く ら い の もの で あ る[A,5,c」 。 ドレ スデ ンの場 合,}要 人物 だ けの

も の で1919名 の 名 前,そ の滞 在 先 が載 せ られ て い る[A,5,b]。 ブ リュ ッセ ル の 史

料[A,8]の 場 合,52人 の 名 前 が あ げ られ て い る。 しか し,も っ と も 重 要 な 史 料 は

ベ ル ンの 国 立 ア ル ヒ ー ブの 史 料 で あ ろ う。 この 史 料 に は1849年9月 か ら1850年

8月 ま で の 多 くの 人 々 の記 録 が 載 って い る[A,6,a][A,6,b][A,6,c7。
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(14)現 在 出版 さ れ て い る ドイ ッ人 の 移 民 者 の リス ト[B
,10]は,1850年 か ら始 ま っ

て い る の で,1849年 に関 して は,そ れ を使 って 調 べ る こ と はで き な い
。

(15)オ ー ス テ ン デ 市役 所 の ア ル シー ヴ に は ,渡 航 記 録 は な い。1940年5月27-一 一28日

の 空 襲 で ア ル シ ー ヴ は 全 焼 し た と い う こ と で あ る(オ ー ス テ ン デ 市 役 所 の

Hostyn氏 の1993年2月21日 付 け筆 者 宛 の私 信)
。 しか し,イ ギ リス側 の ロ ン ド

ンの パ ブ リ ッ ク ・レ コー ド ・オ フ ィ ス に は
,渡 航 記 録 が 残 され て い る。 残 念 なが

ら筆 者 は ま だ こ の 史 料 を調 査 して い な い
。

(16)革 命 前 に はバ ー ゼ ル ー ス トラ ス ブ ー ル 間 の 鉄 道 は 開 通 して い た カ∫
,刈 ま で は

開 通 して い な か っ た。 しか し,1849年7月21日 に開 通 す る こ と に よ って
,ル ア_

ヴ ル ま で バ ー ゼ ル か ら鉄 道 で 行 く こ とが 可能 とな る(バ ー ゼ ルー ラ ン グ ル 間 は ま

だ 開 通 して い な い)。 もち ろん9月15日 に は
,リ ヨ ン… バ リ間 も開通 す るの で,ブ

ザ ン ソ ン経 由 も大 幅 に 短 縮 され る。 た だ ブザ ン ソ ンと デ ィ ジ ョ ン間 が ま だ 開 通 し

て お らず ・ か な り 日数 が か か っ た と思 わ れ る。

(17)ド イ ッの 統 一 的 警 察 制 度 の発 展 は,1851年 に 始 ま る
。1851年,ベ ル リ ン警 察 の

ヒ ンケ ル ダ イ(Hinkeldey)の イ ニ シ アチ ヴで
,ウ ィー ンの ヴ ァ イ ス(Weis),

ハ ー ノ フ ァー の ヴ ェ ル ム ー ト(Wermuth)
,ザ ク セ ン の エ バ ー ハ ル ト(Eberh-

ardt)が,会 合 し,革 命 家 た ち の監 視 に っ い て 協 議 す る[B
,37,S.338]。 ケ ル ン共

産 党 事 件 は,ち ょ う ど この 頃 起 き た もの で あ 一,た。

(18)最 近 ・ ボル ド吻 ドイ ッ人 に 関 して は関 心 がnっ て い る よ うで あ る
.こ こ数

年 だ け で ・ エ ス パ ー ニ ュの 作 品[B,71(こ れ に つ い て は ,[B,48]参 照)だ けで な

く,ヘ ル ダ ー リ ンに 関 しア メ ッ ト[B ,1],ル フx一 ヴ ル の 翻 訳[B,22],シ ョー ペ

ンハ ウ ア ー に関 し翻 訳[B ,38]と 研 究 書[B,36]が 出版 さ れ た 。

(19)こ の 地 域 は,フ ラ ンス に お け る フ ラ ン ス人 の 移 動 に 関 す る研 究 の メ
ッカ で あ る。

リム ーザ ン地 方 の 石 工 の 移 動 に っ い て は コ ル バ ンの研 究[B
,4」 が あ る し,パ リに

お け る彼 らの コ ロニ ー に っ い て も レゾ ンージ ュ ー ル ドの研 究 が あ る[B
,31]。1840

年 代 の フ ラ ン ス に お け る フ ラ ンス 人 の人 口移 動 に っ い て は
,ホ ー ヘ ンバ ー グ[B,

16]の 研 究 が あ る。

(20)ト ゥー ル ー一ズ に は ドイ ツ人 亡 命 者 に関 す る史 料 は ま っ た くな い(1993年7月22

日ア ル シ ー ヴのAnnieCharnay氏 の 筆 者 宛 の 私 信)
。

(21)ア ル ジ ェ の 国 立 ア ル シ ー ヴに は,ド イ ッ人 軍 団 に関 す る もの は一切 な い とい う

こ と で あ る(1993年10月5日 アル シ ー ヴ のAmmour氏 の筆 者 宛 の 私 信)
。
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